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生
活
習
慣
病
は
、
今
や
健
康
長
寿
の
最
大
の

阻
害
要
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
医
療
費

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
多

く
は
、
不
健
全
な
生
活
の
積
み
重
ね
が
原
因
と

な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
個
人
が
日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
、
禁
煙
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
医
療
費
で
生
活
習
慣

病
の
占
め
る
割
合
は
6
割
を
超
え
て
お
り
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
で
治
療
中
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

県
、
国
よ
り
高
い
状
況
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
、

自
覚
症
状
も
な
く
、
静
か
に
進
行
し
、
重
症
化

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
（
高
血
糖
）

と
高
血
圧
症
（
高
血
圧
）
が
重
な
る
と
重
症
化

を
加
速
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
糖
尿
病
は
、
人
工
透
析
や
失
明
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
人
工
透

析
に
な
る
原
因
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
に
は
、
定
期
的
に

特
定
健
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

し
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
市
で
は
市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
健
康
づ
く
り

応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
各
団
体
や
企
業
で
も
健
康
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
健
康
意
識
が
向
上
し

て
い
る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

増
加
す
る
生
活
習
慣
病

本
市
の
状
況

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

始
め
よ
う

健
康
づ
く
り
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元
気
が
出
る
学
校
に
通
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や

全
身
運
動
な
ど
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
体
を
動

か
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
ぎ
っ
く
り
腰
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
の
で
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
い

ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
を
学
ん
で
実
践
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
活
動
や
自
宅
で
の
ス
ト
レ

ッ
チ
と
運
動
で
元
気
に
過
ご
す
事
が
で
き
て
い

ま
す
。

　遠﨑さんはストレッチや
運動に励み、健康づくりに取
り組んでいます。88歳になっ
た今も図書館に歩いて通う
ほど元気です。

　
子
ど
も
た
ち
が
「
食
べ
る
力
＝
生
き
る
力
」

で
あ
る
「
食
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
５
年
前
か
ら
こ
の
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
教
室
で
は
栄
養
士
、
保
健
師
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
栄
養
の
学
習
、
献
立
作
成
、
ス

ー
パ
ー
で
の
買
い
物
、
調
理
、
試
食
、
後
片
付

け
ま
で
全
て
行
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
に
身
に

つ
い
た
食
習
慣
を
大
人
に
な
っ
て
か
ら
改
め
る

こ
と
は
と
て
も
困
難
で
す
。
良
い
食
習
慣
は
一

生
の
宝
。
こ
の
活
動
が
「
食
」
に
関
す
る
知
識

と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
一
助

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
運
動
や
食
事

な
ど
健
康
増
進
に
つ
い
て

個
人
や
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

元
気
が
出
る
学
校

　
要
支
援
の
認
定

を
受
け
た
人
、ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る

と
判
定
さ
れ
た
人

を
対
象
に
1
人
当

た
り
1
ク
ー
ル（
週

1
回
×
4
カ
月
の

16
回
）で
開
催
さ
れ

る
介
護
予
防
の
た

め
の
教
室
で
す
。

　
麦
島
校
区
青
少

年
育
成
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
を
目
的

に
科
学
教
室
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
食
育
を

基
本
と
し
た
料
理

教
室
で
は
栄
養
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
、
子
ど
も
た
ち
に
食
を
通

し
た
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

麦
島
校
区
青
少
年
育
成
会

個人
地域で

遠
﨑
豊
さ
ん（
鏡
町
）

麦島校区青少年育成会
坂田 智子 会長
（千反町）

　
社
員
の
健
康
増
進
の
た
め
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
の
拡
充
や
食
堂
で
の
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ

ー
の
導
入
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健
康

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会
な
ど
従
業
員
の
健
康

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
で
は
健
康
衛
生
活
動
を
推
進
し
心
身
共

に
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
り
、
生
活
習

慣
の
改
善
を
進
め
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
健
診
の
再
受
診

促
進
や
禁
煙
支
援
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
講

習
会
の
開
催
、
講
師
を
呼
ん
で
正
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
方
法
を
学
ぶ
な
ど
、
日
々
の
運
動
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
減

塩
を
取
り
入
れ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

や
個
人
で
目
標
を
立
て
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
励

む
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
有

所
見
者
数
、
健
診
の
再
受
診
率
、
喫
煙
率
の
数

値
に
改
善
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
業
員

か
ら
も
「
効
果
が
目
に
見
え
て
表
れ
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
従
業
員

が
健
康
で
働
け

る
よ
う
に
運
動
、

食
事
、
禁
煙
の

取
り
組
み
を
行

い
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
運
動
や
食
事

な
ど
健
康
増
進
に
つ
い
て

企
業
で
取
り
組
ん
で
い
る

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ヤ
マ
ハ
熊
本
プ
ロ
ダ
ク
ツ

企業で

ヤマハ熊本プロダクツ
人事総務課

吉住 英雄 さん

トレーニング施設でランニング

運動講習会

この日のヘルシーメニューは野菜を
ふんだんに使った野菜もりもり弁当

特集 始めよう健康づくり
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特集 始めよう健康づくり

5
0
0
ポ
イ
ン
ト
以
上

貯
ま
っ
た
ら
抽
選
で

す
て
き
な
賞
品
が

当
た
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

〈
応
募
申
請
書
提
出
先
〉

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

鏡
保
健
セ
ン
タ
ー

国
保
ね
ん
き
ん
課

各
支
所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

各
種
が
ん
検
診

○
胃
が
ん
検
診

○
大
腸
が
ん
検
診

○
子
宮
が
ん
検
診

○
肺
が
ん
検
診

　な
ど

特
定
健
診（
必
須
）

○
後
期
高
齢
者
健
診

○
ヤ
ン
グ
健
診

○
人
間
ド
ッ
ク
、脳
ド
ッ
ク

○
職
場
健
診

　な
ど

簡
単
3
ス
テ
ッ
プ

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

鏡
保
健
セ
ン
タ
ー

国
保
ね
ん
き
ん
課

各
支
所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

複
合
健
診
会
場

　な
ど

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ポ
イ
ン
ト
台
紙
を
も
ら
う

Step
1

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

Step
2

ポ
イ
ン
ト
台
紙
を
提
出
す
る

Step
3

〈
健
診
を
受
診
〉

〈
配
布
場
所
〉

50
ポイント

〈
対
象
講
座
に
参
加
〉

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

歯
の
祭
典

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

　な
ど 50

ポイント

200
ポイント

健康ウォーキング講座

保健師による健康相談

山本 由季 さん

スリーデーマーチ

　ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
参
加
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
健
康
づ
く
り
応
援
ポ
イ
ン
ト
に
参
加
し
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ス
リ

ー
デ
ー
マ
ー
チ
の
他
に
歯
の
祭
典
や
健
康
に
関

す
る
講
座
な
ど
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
誰
で
も
簡
単
に
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
も
歯
の
祭
典
で
骨
密
度
や
筋
肉

量
な
ど
を
測
定
し
、
健
康
に
つ
い
て
見
つ
め
直

す
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
目
標
を
持
つ
こ
と
で
自
分
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
持
続
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
目
標

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
目
標
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
楽
し
ん
で
無
理
せ
ず
自
分
に
で
き
る
範
囲

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　山本さんは健康づくり応

援ポイントに目標をもって取
り組みました。

みんなで参加しよう
健康づくり応援ポイント

対　　象　市内に在住または勤務している18歳以上の人（学生は除く）
ポイント付与期間　令和2年1月31日まで
ポイント応募申請受付期間　令和2年1月6日～2月28日

　本市では楽しみながら継続して健康づくりに取り組めるように健康づくり応援ポ
イントを実施しています。この事業は健康づくりへの取り組みに応じてポイントが付
与され、そのポイントに応じて豪華賞品が当たる抽選に応募できます。今年度から
職場などの団体申し込みも募集しています。

問合せ　健康推進課 ☎32-7200

楽
し
み
な
が
ら
で
き
ま
し
た
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◆
平
成
30
年
度
に
開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク

（
懇
談
会
）
を
紹
介
し
ま
す

団
体
名　

や
つ
し
ろ
助
産
師
の
会

テ
ー
マ　

八
代
の
子
育
て
支
援
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」

内
容　

出
産
後
３
カ
月
以
内
に
実
施
し
て
い

る
新
生
児
訪
問
を
さ
ら
に
前
倒
し
す
る
こ

と
な
ど
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
体
名

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
班
in
八
代
東

テ
ー
マ　

地
域
貢
献
を
重
視
し
た
商
業
実
習

（
販
売
実
習
）
の
あ
り
方

内
容　

販
売
実
習
「
東
高
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を

商
店
街
で
開
催
す
る
構
想
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
体
名　

八
代
・
日
奈
久
・
五
家
荘
旅
館
組

合
青
年
部

テ
ー
マ　

八
代
市
の
観
光
に
つ
い
て

内
容　

八
代
の
観
光
の
問
題
点
や
市
と
情
報

共
有
を
図
り
、
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と

に
市
民
と
市
長
が
懇
談
す
る
「
市
民
と
市
長
と
の

テ
ー
マ
ト
ー
ク
（
懇
談
会
）」
の
令
和
元
年
度
前

期
分
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
や
グ
ル
ー
プ

テ
ー
マ　

具
体
的
な
テ
ー
マ
を
申
込
団
体
で
設
定

参
加
人
数

10
〜
30
人

開
催
月　

７
、８
、10
月
（
前
期
）

開
催
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
の
間
で
、
90
分
以
内

開
催
場
所　

申
込
団
体
で
設
定
（
市
内
に
限
る
）

開
催
方
法　

会
場
の
手
配
や
準
備
は
申
込
団
体
で

お
願
い
し
ま
す
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
市
民
と
市

長
と
の
懇
談
を
基
本
と
し
、
市
長
の
ほ
か
市
長

が
必
要
と
認
め
る
職
員
が
同
席
し
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
書
を
秘
書
広
報
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
）

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庁
仮
設
庁

舎
、
秘
書
広
報
課
、
鏡
支
所
を
除
く
各
支
所
地

域
振
興
課
、
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

５
月
31
日
㈮

開
催
決
定

　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
な
ど
を
確
認
し
、
開

催
可
否
の
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◆
支
援
の
方
法
に
つ
い
て

①
町
内
の
集
ま
り
（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
老
人
会

な
ど
）
に
集
い
の
広
場
に
つ
い
て
説
明
に
伺
い

ま
す
。

②
開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
町
内
に
参
加
呼
び
か
け

の
回
覧
を
し
ま
す
。

③
集
い
の
広
場
ス
タ
ー
ト
で
す
。

④
体
操
を
覚
え
る
ま
で
の
４
カ
月
間
、
長
寿
支
援

課
が
支
援
し
ま
す
。

　
集
い
の
広
場
の
ポ
イ
ン
ト

①
集
い
の
広
場
は
、
各
町
内
の
自
治
公
民
館
が
会

場
な
の
で
、
歩
い
て
行
け
ま
す
。

②
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る
４
種
の
体
操
ス
ト

レ
ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・

口
の
健
康
体
操
の
４
つ
の
種
目
を
行
い
ま
す
。

③
本
市
の
介
護
の
要
因
は
、
筋
力
や
骨
の
弱
さ
が

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
熊
本
労
災
病

院
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
が
監
修
し
た
「
や
つ
し

ろ
元
気
体
操
」
を
行
う
こ
と
で
、
転
ば
な
い
体

作
り
を
目
指
し
ま
す
。

④
気
心
し
れ
た
仲
間
が
集
ま
る
だ
け
で
、
お
し
ゃ

べ
り
が
は
ず
み
ま
す
。
ま
さ
に
、
そ
こ
が
介
護

予
防
で
す
。

⑤
集
い
の
広
場
は
、
住
民
主
体
の
活
動
で
す
。
体

操
を
覚
え
る
ま
で
の
支
援
を
長
寿
支
援
課
で
行

い
ま
す
。

あ
な
た
の
町
内
の
公
民
館
で

「
集
い
の
広
場
」
始
め
ま
せ
ん
か

問
合
せ　

長
寿
支
援
課　

☎
33
４
４
３
６　

市
民
と
市
長
と
の

　

テ
ー
マ
ト
ー
ク
（
懇
談
会
）

問
合
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
33
４
１
０
１　

介護が必要になった原因疾患

循環器疾患
25％

精神疾患
7％

がん
4％

その他疾患
15％

老衰 1％

筋骨格系及び
結合組織の疾患

48％

要対策

坂本町鮎帰責
せめ

公民館の
最高年齢参加者は、92歳です
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子
育
て
中
の
親
子
や
出
産
予
定
の
人
が
、
幼
稚

園
・
保
育
園
な
ど
の
施
設
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
子
育
て
相
談
専

門
員
が
相
談
を
受
け
、
必
要
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
や

適
切
な
機
関
と
つ
な
ぐ
手
伝
い
を
し
ま
す
。

開
設
場
所

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く
内

　
　
　
　
　（
イ
オ
ン
八
代
店
２
階
）

開
設
日
時
　
月
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く
☎
32
６
１
０
０

❶
子
育
て
相
談
窓
口

乳
幼
児（
主
に
０
〜
３
歳
）と
そ
の
保
護
者
な
ど
子

育
て
親
子
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。親
子
で
遊

ん
だ
り
、親
同
士
の
交
流
、子
育
て
講
座
な
ど
の
開
催
、

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
す
く
す
く（
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
代
店
２
階
）

開
設
日・開
設
時
間

火
・
水
・
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
※
午
後
３
時
〜
４
時
は
個
別
相
談
対
応
の
み

　
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
※
午
後
12
時
30
分
〜
1
時
は
個
別
相
談
対   

　
　
　
　
応
の
み

問
合
せ

☎
32
０
４
０
４

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く（
イ
オ
ン
八
代
店
２
階
）

開
設
日

月
〜
金
曜
日
　

開
設
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
※
午
後
３
時
〜
４
時
は
個
別
相
談
対
応
の
み

問
合
せ

☎
30
７
１
４
０

つ
ど
い
の
広
場
ぽ
け
っ
と（
振
興
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
２
階
）

開
設
日

月
・
水
・
金
曜
日

開
設
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ

☎
67
３
５
１
１

❷
つ
ど
い
の
広
場

　
６
つ
の
保
育
園
に
併
設
し
て
あ
り
、
０
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
の
子
育
て
親
子
が
気
軽
に
集
い
、
自
由
に

遊
ん
だ
り
、
子
育
て
情
報
の
交
換
や
相
談
な
ど
が
で

き
る
場
所
で
す
。
保
育
士
な
ど
が
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
や
つ
な
が
り
を
深
め
る
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

❸
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
会
員
同
士
が
育
児
を
助
け
合
う
組

織
で
す
。
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
を
「
利
用
会

員
」
、
援
助
を
行
い
た
い
人
を
「
提
供
会
員
」
と
呼

び
ま
す
。
会
員
と
な
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が

必
要
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
相
互
の
連
絡
調
整

を
行
い
、
援
助
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
フ
ァ
ミ
サ
ポ
を

・
残
業
の
と
き
な
ど
に
保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
ブ
な
ど
へ
の
迎
え
や
そ
の
後
の
預
か
り

・
病
院
や
美
容
院
な
ど
の
用
事
を
済
ま
せ
る
間
の
預

　
か
り
な
ど

対
象
児
童
　
２
カ
月
〜
小
学
校
６
年
生

利
用
時
間
　
原
則
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　
　
　
　
　
　（
時
間
外
は
相
談
く
だ
さ
い
）

❹
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

  （
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）

※
宿
泊
を
伴
う
預
か
り
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

１
時
間
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
土
日
・
祝
日
は
７
０
０
円
）

問
合
せ・会
員
登
録

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
こ
ど
も
未
来
課
内
）
☎
33
８
７
２
１

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、土
日
・
祝
日
は
休
み
）

※
４
月
か
ら
事
務
局
が
こ
ど
も
未
来
課
に
変
わ
り

　
ま
し
た
。

　
病
気
や
病
気
の
回
復
期
の
子
ど
も
で
、
保
護
者
が

仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
看
護
で
き
な
い
と

き
に
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
氷
川
町
の
八
代
北
部
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
内
に
「
八
代
北
部
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
児
・
病

後
児
保
育
室
ハ
グ
・
く
む
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
在
住
の
人
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

❺
病
児・病
後
児
保
育

キッズルーム
☎32-0544

実施施設名 実施場所 利用日 利用時間

郡築12番町71-2
（八代乳児院内）

月～
金曜日

キッズケアホーム
☎32-0544

横手新町7-18
谷口ハイツ201号

月～
土曜日

病児・病後児ハウスひかり
☎33-5391

新地町1-20-2
（八代ひかり保育園横）

月～
金曜日

八代北部地域医療センター
病児・病後児保育室

ハグ・くむ
☎53-5121

氷川町今151番地1
（八代北部地域医療

センター内）

月～
金曜日

午
前
7
時
30
分
〜
午
後
6
時

センター名 開設場所
八代市子育て支援センター
☎31-7468

高田東部保育園
（豊原上町）

南部子育て支援センター
☎33-2393

ひので保育園
（三江湖町）

北部子育て支援センター
☎34-1056

しらぬい保育園
（高小原町）

ひまわり子育て支援センター
☎34-7008

八代ひまわり保育園
（井上町）

鏡子育て支援センター
☎52-1219

文政保育園
（鏡町）

千丁子育て支援センター
☎46-0088

千丁みどり保育園
（千丁町）

楽しく 安心して
　　　子育てを
～子育て支援サービス～
問合せ　こども未来課　☎３３-８７２１
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子
育
て
の
相
談
を
し
た
い
と
き

　
保
護
者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
家
庭
で

の
養
育
が
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も
を
施
設
な
ど
で
預

か
り
ま
す
。
事
前
に
こ
ど
も
未
来
課
で
利
用
登
録
が

必
要
で
す
。
利
用
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
疾
病
や
出
産
、
看
護
、
出
張
、
冠
婚
葬
祭
、
公
的

な
行
事
へ
参
加
な
ど
の
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。
宿

泊
も
可
能
で
、
原
則
７
日
以
内
で
す
。
た
だ
し
、
仕

事
が
理
由
の
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

　
夜
間
（
午
後
５
時
〜
10
時
の
間
）
や
休
日
（
土
・

日
・
祝
日
）
に
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
理
由
の
場

合
に
利
用
で
き
ま
す
。
宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
施
設

八
代
乳
児
院（
２
歳
未
満
）、八
代
ナ
ザ
レ
園（
２
歳
以
上
）

❻
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ・

　ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

☎
32
6
1
0
0

☎
33
4
4
5
2

☎
33
8
7
2
1

☎
33
8
7
2
1

☎
33
3
2
4
7

☎
1
8
9（
い
ち
は
や
く
）

・
子
育
て
相
談
窓
口（
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く
内
）

・
つ
ど
い
の
広
場
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
市
民
相
談
室
（
家
庭
児
童
相
談
員
）

・
こ
ど
も
未
来
課

◎
児
童
虐
待
を
疑
っ
た
り
、
発
見
し
た
り
し
た
ら
…

・
こ
ど
も
未
来
課

・
八
代
児
童
相
談
所

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

６月は「児童手当・特例給付」現況届の提出月です

こども医療費助成事業の対象を
高校生まで拡大します

　児童手当・特例給付を受けている人は、毎年６月に「児童手当・特例給
付」現況届を提出する必要があります。
　６月１日前後に対象の家庭に現況届の用紙を送付しますので、必要書
類を添えて提出をお願いします。この提出がないと、６月分以降の手当の
支払いができませんので注意してください。
提出期限　６月２８日（金）
提 出 先　こども未来課または各支所健康福祉地域事務所
※マイナンバーカードがあれば、パソコンやスマートフォンから「マイナ
ポータル」を利用し、児童手当の各種手続きや現況届をオンライン申
請することが可能です。

〇実施時期
　１０月診療分から
〇助成対象者（子ども）
　本市に住民登録があり、１８歳に到達後最初の３月３１日までにある人
　※対象の年齢であれば、すでに結婚している人、就労している人へも助成します。
〇受給資格者（保護者など）
本市に住民登録があり、子どもを養育している父母または養育者（祖父母など）
〇申請方法
　新たに対象となる高校生などの保護者は、事前に受給資格者証交付申請を行い、受給資格者証の交付を
　受ける必要があります。
　「八代市こども医療費受給資格者証交付申請書」は５月中に新たに対象となる人に送付します。
申請の際には、受給資格者となる人（保護者など）が、「申請書」と「子どもの健康保険証」などを持参し、

　こども未来課または各支所健康福祉地域事務所で申請を行ってください。

http://attaka.city.yatsushiro.kumamoto.jp/

結婚・妊娠・出産・子育ての総合ホ
ームページです。さまざまな制度
や事業の情報、幼稚園・保育園・学
校などの紹介、お知らせやイベン
ト情報を掲載しています。

　現在、中学３年生までの子どもを対象に医療費の助成を行っていますが、
子どもの健全育成と保護者の経済的負担の軽減を図り、安心して子育てが
できるよう、１０月１日から対象者を18歳（高校生など）まで拡大します。
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本
市
の
固
定
資
産
税
の
税
額
は
「
課
税
標
準
額
×

税
率
（
１
・
６
％
）
」
と
い
う
式
で
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
の
価
格
（
評

価
額
）
と
本
来
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
課
税
標
準
の
特
例
措
置
や
負
担
調
整
措
置
の

適
用
が
あ
る
と
き
は
、
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
田
・
畑
を
宅

地
や
駐
車
場
に
し
た
り
、
家
屋
を
増
改
築
す
る
な
ど

使
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
通
常
３

年
ご
と
に
評
価
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
の
価
格
は
、
評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化
を
図

る
目
的
で
、
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
、
地
価

公
示
価
格
（
国
土
交
通
省
が
１
月
１
日
現
在
の
宅
地

の
価
格
と
し
て
発
表
）
な
ど
の
７
割
程
度
を
め
ど
と

し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
地
に
は
、
①
専
用
住
宅
の
敷
地
に
利
用
さ

れ
て
い
る
土
地
②
併
用
住
宅
（
店
舗
兼
住
宅
な
ど
）

の
敷
地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
用
地
に
対
し
て
は
、
家
屋
の
床
面
積
の

10
倍
ま
で
を
限
度
に
、
そ
の
税
負
担
を
特
に
軽
減
す

る
必
要
か
ら
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
小
規
模
住
宅
用
地
】

　

住
宅
用
地
の
う
ち
、
住
宅
一
戸
当
た
り
２
０
０
㎡

ま
で
の
部
分
を
小
規
模
住
宅
用
地
と
い
い
、
課
税
標

準
額
は
評
価
額
の
６
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

【
一般
住
宅
用
地
】

　

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
を
一
般
住
宅

用
地
と
い
い
、
課
税
標
準
額
は
評
価
額
の
３
分
の
１

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
併
用
住
宅
の
敷
地

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
土

地
に
つ
い
て
は
、
居
住
部
分

の
割
合
に
よ
っ
て
、
住
宅
用

地
の
適
用
さ
れ
る
面
積
が
異

な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋
は
、
一
定

の
要
件
を
備
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

門
や
塀
、
壁
が
無
い
カ
ー
ポ
ー
ト
、
基
礎
が
無
く

ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
置
い
た
だ
け
の
物
置
な
ど
は
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
家
屋
と
し
て
は
課
税
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
事
業
に
使
用
す

る
場
合
は
、
償
却
資
産
の
申
告
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
に
同
一
の
人
が
所
有
す
る
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
次
の

金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

土
地　
　

30
万
円　

　

家
屋　
　

20
万
円

　

償
却
資
産　

１
５
０
万
円

　

評
価
対
象
と
な
る
土
地
は
、田
、畑
、宅
地
、鉱

泉
地
、池
沼
、山
林
、牧
場
、原
野
、雑
種
地
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
土
地
の
評
価
は
、
国
が
示
す
「
固
定
資

産
評
価
基
準
」
に
基
づ
き
、
地
目
別
の
評
価
方
法
で

評
価
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
に
お
け
る
評
価
上
の
地
目
は
、
土
地

登
記
簿
上
の
地
目
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
年
の
１
月

１
日
の
現
況
の
地
目
に
よ
り
ま
す
。

　

家
屋
の
評
価
は
、
国
が
示
す
「
固
定
資
産
評
価
基

準
」
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。
評
価
の
対
象
と
な
る
家

屋
と
同
一
の
も
の
を
評
価
時
点
で
そ
の
場
所
に
新
築

し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
「
再
建
築
価

格
」
を
算
出
し
、
こ
れ
を
基
準
と
し
ま
す
。
こ
の
基

準
の
価
格
を
新
築
時
か
ら
経
過
年
数
に
応
じ
た
減
価

な
ど
を
考
慮
し
、
家
屋
の
評
価
額
を
求
め
ま
す
。
家

屋
を
新
増
築
し
た
場
合
は
、
家
屋
内
外
部
の
仕
上

げ
・
設
備
・
間
取
り
な
ど
の
調
査
の
た
め
に
職
員
が

訪
問
す
る
の
で
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

の
際
、
未
調
査
家
屋
が

あ
っ
た
場
合
、
あ
わ
せ

て
調
査
し
ま
す
。

税
額
の
計
算
方
法

宅
地
評
価
の
基
準

住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
の
特
例
措
置

門
や
塀
は
家
屋
と
し
て
は

課
税
対
象
外

固
定
資
産
税
の
免
税
点

土
地
の
評
価
方
法

家
屋
の
評
価
方
法

〈
土
地
〉

〈
家
屋
〉

まちづくりを支える

問合せ　資産税課　☎33-4108　各支所地域振興課（鏡支所は市民環境課）

固定資産税
　固定資産税は、毎年１月１日現在における市内の土地・家屋・償却
資産の所有者に課税される地方税です。この税は、市税全体の約50％
を占め、市民サービスや公共事業などを行うための重要な財源です。
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業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
が
、
そ
の

事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
や
器

具
、
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

【
例
】

・
構
築
物
（
店
舗
内
装
、
舗
装

路
面
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、

畦け
い
は
ん畔、

暗あ
ん
き
ょ渠

排
水
な
ど
）

・
機
械
や
装
置
（
各
種
加
工
製

造
用
機
械
、
太
陽
光
発
電
設

備
、
農
業
用
機
械
な
ど
）

・
船
舶
、
車
両
や
運
搬
具

（
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の
は

除
く
）

・
工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど

　

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
新
築
後
一
定
期
間
、
固

定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

①
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
、
併
用
住
宅
（
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
居
住
部
分
の
割
合
が
２
分
の
１
以
上
）

②
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
一
戸
建
て
以
外
の

貸
家
住
宅
は
40
㎡
）
以
上
２
８
０
㎡
以
下

【
減
額
さ
れ
る
範
囲
】

　

居
住
部
分
の
床
面
積
１
２
０
㎡
ま
で

【
減
額
さ
れ
る
額
】

　

減
額
範
囲
に
相
当
す
る
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
２
分
の
１

【
減
額
さ
れ
る
期
間
】

①
一
般
住
宅
は
新
築
後
３
年
度
分
（
３
階
建
て
以

上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
は
５
年
度
分
）

②
認
定
長
期
優
良
住
宅
は
新
築
後
５
年
度
分
（
３
階

建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
は
７
年
度
分
）

　

よ
っ
て
、
こ
の
軽
減
期
間
を
過
ぎ
る
と
本
来
の

税
額
に
戻
り
ま
す
の
で
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
が

上
が
り
ま
す
。

住
宅
を
新
築
し
た
場
合
の

軽
減
措
置

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
建
設
業
や
飲
食

　

家
屋
を
解
体
し
た
場
合
は
、
資
産
税
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
課
税
の
公
正
・
公
平
性
の
確
保
を
図
る

た
め
、
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度

か
ら
償
却
資
産
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資

料
の
提
出
や
調
査
の
立
ち
会
い
な
ど
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
内
容
に
疑
義
が
あ
っ
た
場
合
や
申
告

が
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、
電
話
で
尋
ね
た
り
、
来

庁
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
と
は

家
屋
を
解
体
し
た
場
合

償
却
資
産
の
実
地
調
査

〈
償
却
資
産
〉

　

償
却
資
産
は
、
毎
年
１
月
末
日
ま
で
に
事
業
者
自

ら
が
市
町
村
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
事
業
を
始
め
た
人
な
ど
で
、
所
有
す
る
資

産
が
申
告
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
不
明
な
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
を
始
め
た
場
合
の

償
却
資
産
の
申
告

昨年、住宅を解体したが、今年土地の
固定資産税が上がったのはなぜ？

今年２月に土地と家屋を売却したが、
固定資産税の納付書が送られてきた
のはなぜ？

地籍調査後の固定資産税はいつの時
点で反映されますか？

住宅がなくなったことにより、住宅
用地に対する課税標準額の特例措
置の軽減がなくなったからです。
　また、併用住宅を増改築した場
合、居住部分の割合の変更により、
土地の固定資産税が増減すること
があります。

固定資産税は、その年の１月１日現
在の所有者に１年分課税されるため
です。
　なお、年の途中で売却する場合、
税金の支払方法について、売り主と
買い主との間で事前に話し合いをし
ておくか、売買契約書などで取り交
わしておくことが多いようです。

地籍調査後の課税は、毎年１月１日
現在の登記完了分について、登記さ
れた新地積で課税されます。

Q

Q

Q

A

A

A

よくある質問熊本地震に係る被災代替資産に
対する固定資産税の特例
　熊本地震により被災した家屋または償却資産に代わるものとして
取得した資産に対する固定資産税について、次の特例措置が受けら
れます。

適用対象者
　①被災家屋の所有者
　②被災家屋の所有者の相続人
　③代替家屋に被災家屋の所有者と同居する３親等内の親族など
被災家屋の要件
　次の①、②の両方を満たすこと
　①り災証明書の判定が「半壊」以上である住家または公費によ

り解体された非住家の家屋
　②被災家屋の取り壊しまたは売却などの処分がされていること
代替家屋の要件
　①被災家屋に代わるものとして取得した家屋（中古含む）
　②被災家屋を改築したもの
※改築とは、被災した部分を取り壊し、再構築（増築）するもの
であり、修理は改築には当たりません。
取得期限
平成28年４月14日～令和３年３月31日に取得した家屋

適用対象範囲
　被災家屋の床面積相当分の固定資産税の税額を、取得の翌年か
ら４年度分を２分の１に減額します。

　特例措置の対象となる資産の要件などについては、市ホーム
ページを確認ください。

家　屋

償 却 資 産
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令和元年度

試験区分 職　　種 採用予定 年齢要件

大
卒
程
度　

（注）

事務職 一般事務 11人程度 昭和61年4月2日～
平成10年4月1日

技術職

土木 3人程度

昭和61年4月2日～
平成12年4月1日

建築 1人程度

電気 1人程度

機械 2人程度

免許資格職

保健師 1人程度
昭和61年4月2日
以降に生まれた人社会福祉士 1人程度

精神保健福祉士 1人程度

第１次試験日 ６月 23日㈰

試験案内申込書 5月 7日㈫から配布

申込受付期間 6月 7日㈮まで

《試験案内・申込書》
■来所による入手
　試験案内・申込書は、本庁仮設庁舎総合案内所（東棟 1 階）、
人事課（鏡保健センター２階）、および鏡支所を除く各支所地域
振興課、各出張所で配布します。（配布日時は、月曜日から金曜
日までの午前 8時 30分から午後 5 時 15 分まで。）

■インターネットによる入手
試験案内・申込書は、市ホームページから
http://www.city.yatsushiro.lg.jp/

■郵送による請求
左図の要領で請求してください。

《申込み・問合せ》
〒 869-4292　八代市鏡町内田 453-1（鏡保健センター 2 階）
　　　　　　　八代市 市長公室 人事課　☎ 33-4102
※申し込みは、鏡支所を除く各支所地域振興課でも受け付けます。

※各職種の受験資格、試験内容など詳細については、「試験案内」で確認してください。
※受験申込は上記職種のうち、１職種に限ります。
※試験日が異なる後期日程（高卒程度など）の八代市職員採用試験との併願はできません。 
※後期日程の概要は、５月１日から市ホームページに掲載し、詳細については広報やつしろ 7月号でお知らせします。

（注）「試験区分」欄の大卒程度とは、試験問題の内容が
大学卒業程度であることを示すものです。

検索
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ど
ん
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
の

・
高
齢
者
へ
の
虐
待

・
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

・
学
校
や
職
場
で
の
い
じ
め

・
相
続
問
題

・
女
性
や
外
国
人
に
対
す
る
差
別

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷　

   

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
　

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済

　

被
害
者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う
申
告
を
受
け
た
場

合
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
・
救
済

に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
当
事
者
の
主
張
な
ど
を
調
整
し
て
、
円
満

な
解
決
を
図
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。

　

人
間
関
係
や
近
所
付
き
合
い
な
ど
で
悩
み
、
困
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
と
き
は
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
☎
32
２
６
５
４

　
　
　
　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１

◆
人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、
ま
た
、
人
権

が
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
活
動
す
る
民
間
の
人
た
ち
で
、
人
権
相
談
を
受

け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、市
内
で
は
、21
人
（
４
月
１
日
現
在
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
主
な
活
動
内
容

①
常
設
・
特
設
の
人
権
相
談

②「
子
供
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」

　

小
中
学
生
か
ら
の
手
紙
な
ど
に
よ
る
人
権
相
談
。

③
人
権
の
花
運
動

　

草
花
の
育
成
を
通
し
た
人
権
意
識
・
情
操
育
成
を
目
的
に
、
花
の

種
を
配
布
。

④
人
権
教
室

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
を
訪
れ
、
人
権
に

関
す
る
劇
や
紙
芝
居
な
ど
を
通
じ
た
人
権
啓
発
。

⑤
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
常
生
活
な

ど
で
の
人
権
に
関
す
る
体
験
の
作
文
を
募
集
。

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人権擁護委員一覧  H31.4.1 現在
氏　　名  住　所
小山　一廣 通 町
今井　　晃 松 江 町
長廣嘉代子 築 添 町
山内　郁子 長 田 町
小薮　裕子 大 福 寺 町
寺田　公子 古 閑 中 町
山中美紀代 高 下 西 町
水野潤一郎 高 植 本 町
今田　桂子 郡 築 一 番 町
秋岡美樹夫 宮 地 町
山田　健二 日 奈 久 山 下 町
萼
はなぶさ

 　珠美 坂 本 町 坂 本
宮﨑　広美 坂 本 町 西 部
上田　　護 千 丁 町 古 閑 出
河崎　祥子 鏡 町 下 有 佐
村﨑　公生 鏡 町 鏡 村
廣松　泰子 鏡 町 貝 洲
太江田久子 東 陽 町 南
吉田　和人 東 陽 町 南
上田　優子 泉 町 下 岳
竹村　博文 泉 町 栗 木

？!開催日 : 毎週月、水、木、金曜日
　　　　（午前 9時～午後 4時）
会　場：熊本地方法務局八代支局
相談員：人権擁護委員、法務局職員

開催日 : 毎月第１金曜日
　　　　（午前 10時～午後 3時）
会　場：本庁仮設庁舎
相談員：人権擁護委員

  5月31日㈮　代陽コミュニティセンター
　　　　　　　各支所にて同時開設
12月  ３日㈫　千丁支所
12月  ４日㈬　代陽コミュニティセンター
　　　　　　　鏡支所
12月  ５日㈭　坂本支所　　　
12月10日㈫　泉支所
12月11日㈬   八代市定住センター（東陽）
時　間：午前 10時～午後 3時
相談員：人権擁護委員 

常設人権相談所

人権・心配ごと相談

特設人権相談所

日本では、近年さまざまな差別に対する法律が施行されています。
人権課題について、一緒に考え、差別や偏見のない明るい社会を作りましょう。

※法律名については通称名を記載しております。
○障害者差別解消法（平成２８年４月１日施行）
　この法律は、障害のある人もない人も、互いに、その人らしさを認め合いながら、共に生きる社会をつくるこ
とを目的としています。法律では、行政や事業者などに対し、「不当な差別的取り扱い」を禁止し、「合理的配
慮の提供」を求めています。
※合理的配慮とは、社会生活において平等に参加できるよう、それぞれの特性や困りごとに合わせて行われる
配慮のことです。

○ヘイトスピーチ解消法（平成２８年６月３日施行）
　この法律は、外国人に対する差別的言動の解消を目的としています。民族や国籍などの違いを超え、互いに
人権を尊重しあう社会を共に築いていきましょう。
○部落差別解消推進法（平成２８年１２月１６日施行）
　この法律は、部落差別の解消を推進し、部落差別のない社会を実現することを目的としています。部落差別
などの同和問題を正しく理解し、一人一人の人権が尊重される社会の実現を目指しましょう。

問合せ　人権政策課　☎30－1711　
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■
八
代
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
専
門
の
資
格
を

持
っ
た
相
談
員
に
よ
る
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
や
苦
情
対
応
の
ほ
か
、
く
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
す
る
機
関
で
す
。
ど
う
ぞ
、

気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

◆農地の貸し借りについての相談は
　担当の農地利用最適化推進委員または農
業委員まで
※担当地区委員は広報やつしろ 12 月号
( 平成 30 年 ) または市ホームページで
確認できます。

◆農地中間管理機構を通した農地集積への支援策
　農地を貸し付けて、担い手への農地集積・集約化に協
力する「農地の出し手」や、地域での話し合いに基づき
機構にまとまった農地を貸し付けた「地域」を支援する
補助金があります。
※支援策には細かい要件があります。詳しくは農林水産
政策課に問い合わせください。

農地中間管理機構との賃貸借のしくみ（県農業公社ホームページwww.kumamoto-kousha.or.jp）
農地の所有者（貸し手）
・ 借り手が耕作できなくなった場合は、農地中間管理機構が次の借り手を探します。（２年間）
・ 賃借料の徴収は機構が行います。借り手が複数の場合でも機構で一本化され口座に振り込まれます。⇒

機構が借り受け
農地中間管理機構
・ 農地中間管理機構（機構）である熊本県農業公社が農地を借り受け、耕作者に転貸（貸し付け）します。
・ 機構、八代市、農業委員会、ＪＡなどが間に入りますので安心です。
・ 書類作成も市と機構で行いますので、面倒な手続きは必要ありません。⇒

機構が貸し付け
農地の耕作者（借り手）
・ 農地の所有者が複数でも、支払いは機構からの口座引き落としとなるので、支払いの手間がかかり
ません。（米での支払いも可能です） 

農地を貸したい人、借りたい人へ　農地の貸し借りを手伝います

農地中間管理機構を利用してみませんか
問合せ　農林水産政策課☎３３- ４１１７　農業委員会事務局☎３３- ６３４２　

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　
「
と
も
に
築
こ
う
豊
か
な
消
費
社
会
〜
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
２
０
１
９
」

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課　

☎
33
４
４
８
２　

専
門
の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
対
応
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
（
月
〜
金
曜
日
）

相
談
時
間　

月
、
火
、
水
、
金

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

※
木　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

問
合
せ　
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
33
４
１
６
２

【消費生活センターに寄せられる相談や苦情の事例】
家の修理など
の訪問販売

しつこい
電話勧誘

架空請求
はがき

不審な電話が… 借金の支払い
心当たりの
ない請求

相談以外にも、くらしに役立つ情報提供や出前講座なども行っています
イラスト……消費者庁イラスト集より

　消費生活相談員が実際にあった相談など、
最新の相談事例をもとに分かりやすく話し
ます。町内会、老人クラブ、ＰＴＡの研修
などに活用ください。また、企業の研修、小・
中・高校に授業の一環としても活用くださ
い。なお、費用は無料です。

消費生活出前講座
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お
知
ら
せ

老
朽
危
険
空
き
家
等

除
却
促
進
事
業

　
老
朽
化
し
危
険
な
空
き
家
を
放
置
し
て
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
本
市
で
は
老
朽
危
険
空

き
家
の
除
却
を
促
進
す
る
た
め
、
除
却
を
行
う
人
に

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

対
　
象
　
老
朽
化
し
危
険
な
空
き
家
住
宅

　
　
　
　（
事
前
調
査
に
よ
る
判
定
が
必
要
で
す
。）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費
の
２
／
３

　
　
　
　
　（
上
限
60
万
円
）

予
定
数
　
35
戸
（
申
し
込
み
が
予
定
数
を
超
え
た
場

　
　
　
　
合
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。）

■
事
前
説
明
会

対
象
者
　
事
業
利
用
希
望
者
や
解
体
工
事
請
負
業
者

　
　
　
　
な
ど

と
　
き
　
５
月
９
日
㈭
　
午
前
10
時

と
こ
ろ
　
本
庁
仮
設
庁
舎

■
１
次
事
前
調
査
申
込
み

申
込
み
　
本
受
付
期
間
の
申
し
込
み
が
予
定
数
を
超

え
た
場
合
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
土
日
を
除
く
５
月
16
日
㈭
〜
31
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
郵
送
の
場
合
５
月
31
日
㈮
必
着
。
　

と
こ
ろ
　
本
庁
仮
設
庁
舎

■
事
前
調
査
抽
選
会

と
　
き
　
６
月
４
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
本
庁
仮
設
庁
舎

※
抽
選
結
果
は
、
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
２
次
事
前
調
査
申
込
み

申
込
み

　
１
次
申
し
込
み
者
の
後
、
順
番
に
受
け
付  

け
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
土
日
を
除
く
６
月
３
日
㈪
〜
９
月
30
日

㈪
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
郵
送
の
場
合
９
月
30
日
㈪
必
着
　

と
こ
ろ
　
本
庁
仮
設
庁
舎

問
合
せ
　
建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
（
若
年
性
認

知
症
家
族
会
）
を
開
催

　
若
年
性
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

人
、
日
々
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
一
人
で
悩
ま
な

い
・
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
話
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
５
月
18
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
平
成
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
カ
モ
ミ
ー
ル
）

定
　
員
　
30
人
程
度

費
　
用
　
無
料

申
込
締
切
　
５
月
16
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ

　
平
成
病
院
　
熊
本
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
65
８
０
０
１

付
加
年
金
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

は
、
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額
で
、

78
万
１
０
０
円
で
す
が
、
年
金
額
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
付
加
年
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
31
年
度
は
「
月

額
1
万
6
４
１
０
円
」）
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ

し
て
納
付
す
る
と
、
付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　（
受
給
開
始
か
ら
2
年
間
で
、
納
付
し
た
付
加
保

険
料
に
相
当
す
る
額
の
付
加
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

付
加
保
険
料

　
月
額
４
０
０
円

　
申
し
出
を
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
人

●
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
免

除
さ
れ
て
い
る
人
は
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
必
ず
付
加
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
65
才
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者

付
加
年
金
額
（
年
額
）　

　
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
受
給
し

た
場
合
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
率
に
よ
り
減

額
・
増
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
次
に
該
当
す
る
軽
自
動
車
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

が
所
有
す
る
車
両

　
た
だ
し
、
手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、
減
免
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
要
件
は

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
２
台
以
上

所
有
（
普
通
自
動
車
も
含
む
）
の
場
合
、
減
免
の
対

象
と
な
る
の
は
い
ず
れ
か
１
台
に
限
り
ま
す
。

②
構
造
が
心
身
障
が
い
者
な
ど
の
人
専
用
と
な
っ
て

い
る
車
両
（
車
椅
子
の
昇
降
装
置
や
固
定
装
置
な

ど
が
あ
る
車
両
）

申
請
期
限

　

　
５
月
24
日
㈮
（
納
期
限
の
７
日
前
）
ま
で

※
減
免
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
昨
年
申
請
し

た
人
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
個
別
の
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
　

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

　市では、結婚につながるイベントやパーティなど、婚活事業を実施する団体への
補助（結婚活動応援補助事業）を行います。これは、結婚を望む人の力になりたい
と熱意のある人たちの力を最大限に生かすことで、市民の婚活を支援するものです。

対象団体　市民活動団体、経済団体、NPO法人、地域協議会、自治会などの
　　　　　非営利団体
上限金額　２０万円（１団体あたり）※３団体程度
事業実施　令和２年２月末まで（予定）

※詳細については市ホームページを確認ください。

問合せ　企画政策課　☎ 33-4104

婚活事業を実施する団体を募集します
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や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
　

施
設
利
用
調
整
会
議
日
程

使
用
月 

　
①
12
月
　
②
令
和
２
年
１
月

会
議
日
程
　
①
６
月
３
日
㈪
　
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
②
７
月
８
日
㈪
　
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ 

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

※
施
設
利
用
調
整
会
議
は
、
原
則
と
し
て
使
用
月
の

半
年
前
の
同
月
第
１
月
曜
で
す
。

問
合
せ
　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
☎
53
０
０
３
３

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
㈮
ま
で

　
4
月
1
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初
め
に
送
付
し
て

い
ま
す
。

　
納
期
限
の
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
の
各
広
域
本
部
、
各
地

域
振
興
局
（
た
だ
し
、
鹿
本
に
つ
い
て
は
山
鹿
市
役

所
）、
自
動
車
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

納
付
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　
熊
本
県
県
南
広
域
本
部
収
税
課 

　
　
☎
33
２
１
８
４
　
※
旧
八
代
市
、
千
丁
町
、
鏡

　
　
　
町
　

　
　
☎
33
３
２
３
６
　
※
坂
本
町
、
東
陽
町
、
泉
町

　
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所
　

　
　
☎
０
９
６
（
３
６
８
）
４
０
２
０
　

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
届
出

な
ど
に
つ
い
て

　
市
内
に
は
、
古
墳
や
城
跡
、
干
拓
の
樋
門
や
堤
防

跡
な
ど
、
４
０
０
を
超
え
る
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺

跡
内
で
工
事
な
ど
を
行
う
際
に
は
文
化
財
保
護
法
に

基
づ
く
事
前
の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前

に
工
事
予
定
地
が
遺
跡
に
含
ま
れ
て
い
る
か
文
化
振

興
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
遺
跡
の
う
ち
国
や
県
、
市
で
指
定
さ
れ
た

史
跡
の
中
で
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
文
化
財

保
護
法
の
届
出
前
に
、
史
跡
の
現
状
変
更
の
許
可
を

国
・
県
・
市
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
伴
う
発
掘

作
業
員
の
登
録

　
令
和
元
年
度
の
発
掘
作
業
員
の
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。
平
成
30
年
度
に
登
録
し
た
人
も
更
新
が
必
要

で
す
。（
登
録
者
全
員
が
雇
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

受
付
期
間
　
５
月
17
日
㈮
か
ら
随
時

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

受
付
場
所
　
文
化
振
興
課

登
録
の
有
効
期
間
　
令
和
２
年
度
登
録
開
始
ま
で

登
録
の
条
件
　
ど
な
た
で
も

そ
の
他

　
・
登
録
に
は
必
ず
本
人
が
来
て
く
だ
さ
い
。

　
・
登
録
用
の
顔
写
真
を
１
枚
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　（
４
㎝
×
３
㎝
程
度
）

　
・
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　
　
を
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金

　
本
市
で
は
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に
浄
化
槽
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
対
象
地
域
で
専
用
住
宅
、店
舗
付
き
住
宅
、

２
世
帯
住
宅
に
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
人
（
10
人
槽
以
下
が
対
象
）

対
象
地
域

　
旧
八
代
市
、
千
丁
支
所
管
内
、
鏡
支
所

管
内
、
坂
本
支
所
管
内

（
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け

た
区
域
、
東
陽
、
泉
支
所
管
内
を
除
く
）

そ
の
他
　
工
事
を
行
う
前
に
申
請
し
、
補
助
の
決
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
「
浄
化
槽
補
助
金
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
交
付
限
度
額

人槽区分 旧八代市、千丁、
鏡地域 (Ａ ) 坂本地域

5人 332,000 円 482,000 円

6～ 7人 414,000 円 624,000 円

8～ 10人 548,000 円 848,000 円

※地域（Ａ）では、既存のみなし浄化槽（単独
処理浄化槽）を廃止し、新たに合併処理浄化
槽を設置する場合は、撤去費の補助として限
度額 10万円の上乗せがあります。

※補助金は、予算の範囲内で交付しますので、
早めに申し込みください。

維
持
管
理
　
浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
保
守
点
検
、
清

掃
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業

者
や
市
長
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
　
浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
浄
化
槽
法
に
よ

り
水
質
に
関
す
る
法
定
検
査
で
あ
る
第

7
条
検
査
、
第
11
条
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
定

検
査
は
、
県
知
事
指
定
の
熊
本
県
浄
化

槽
協
会
が
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　
下
水
道
総
務
課
☎
33
４
１
４
７
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小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
融
資
あ
っ
せ

ん
を
行
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
額

　
50
万
円
以
内

償
還
期
間
　
36
カ
月
以
内

融
資
利
率

　
４
・
５
％

　
　
　
　
　（
償
還
完
了
後
、
利
子
分
を
返
し
ま
す
。）

問
合
せ

　
下
水
道
総
務
課
☎
33
４
１
４
７

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

申
請
受
付

　
平
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
申
請
窓
口

　
市
民
課
、
各
支
所

受
領
受
付

　
平
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
木
曜
日
の
み
午
後
６
時
45
分
ま
で
）

　
受
領
窓
口

　
市
民
課
の
み

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
は
、
申
請
者
本
人
に
限

り
ま
す
。

申
請
か
ら
受
領
ま
で
の
期
間

　
９
日
間
（
市
民
課
で
申
請
の
場
合
）

　
11
日
間
（
各
支
所
で
申
請
の
場
合
）

※
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

　
手
続
き
の
方
法
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
市
民
課
☎
33
４
１
１
０

令
和
元
年
度

八
代
市
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
市
内
戦
没
者
の
慰
霊
行
事
と

し
て
、
八
代
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

　
５
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

　

　
　
　
　（
午
前
11
時
終
了
予
定
）

と
こ
ろ

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
合
せ

　
健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

令
和
２
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

対
象
求
人
申
し
込
み
の
た
め
の
事

業
主
向
け
説
明
会

と
　
き
　
５
月
29
日
㈬
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
　（
受
付

　
午
後
１
時
30
分
〜
）

　
　
　
　
※
要
事
前
申
込
み

と
こ
ろ
　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
　
象

　
事
業
主
ま
た
は
人
事
担
当
者

問
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

　
　
　
　（
八
代
公
共
職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
☎
31
８
６
０
９

エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
施
設
見
学

　
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
（
八

代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
）
は
、
施

設
見
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
団
体
ま
た
は
職
員

に
よ
る
説
明
が
必
要
な
人
は
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
見
学
内
容
や
所
要
時
間

な
ど
、
詳
細
は
電
話
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

見
学
可
能
日

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

※
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
1
月
3
日
）

を
除
く
。

見
学
時
間
帯

　
午
前
9
時
〜
正
午

　
※
受
け
付
け
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
※
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で

問
合
せ

　
循
環
社
会
推
進
課
☎
34
１
９
９
７

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
対
策
の
徹
底

　
平
成
30
年
産
ト
マ
ト
で
は
黄
化
葉
巻
病
が
多
発
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
次
作
で
も
大
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
終
盤
〜
終
了
時
の
野
外
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い
。

・
防
除
を
徹
底
し
、
栽
培
終
盤
ま
で
必
ず
継
続
し

て
く
だ
さ
い
。

・
野
外
の
除
草
を
徹
底
し
、
野
外
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の

す
み
か
を
無
く
し
ま
し
よ
う
。

問
合
せ

　
農
業
振
興
課
☎
33
８
７
５
１

　

県
南
広
域
本
部
農
林
水
産
部
農
業
普
及
・

振
興
課
☎
33
３
５
１
２

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
を
利
用

く
だ
さ
い

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応

じ
て
職
員
が
出
向
き
、
市
が
行
っ

て
い
る
事
業
や
各
種
制
度
に
つ

い
て
話
す
「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
前
時
間
　
原
則
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
　
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
程
度

対
　
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
し
て
い
る
人
で
構
成

す
る
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
政
治
・
宗

教
・
営
利
活
動
を
除
く
）

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
２

週
間
前
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
メ
ニ
ュ
ー
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各

支
所
、出
張
所
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
秘
書
広
報
課
☎
33
４
１
０
１
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㈪

定 期 予 防 接 種
Ｂ型肝炎 対象：生後1歳に達するまで

四種混合 対象：生後3月～90月に達するまで

二種混合 対象：11歳以上13歳未満

水　　痘 対象：生後12月～36月に達するまで

B  C  G 対象：生後1歳に達するまで

小 児 の
肺炎球菌 対象：生後2月～60月に達するまで

麻しん風しん
混合（ＭＲ）

対象：1期  生後12月～24月に達するまで
　　　2期  小学校就学前1年間

子宮頸がん
（女性のみ）

対象：小学6年生～高校1年生担当

日本脳炎

対象：1期  生後6月～90月に達するまで
　　　2期  9歳以上13歳未満

ヒブ感染症 対象：生後2月～60月に達するまで

（平成7年4月2日～19年4月1日生まれで
20歳未満の人、平成19年4月2日～21年
10月1日生まれで第2期の年齢にある人
は、特例措置の対象とあります。詳しくは
問い合わせください）

（現在、積極的にはお勧めしていません。
  詳しくは市ホームページを確認ください）

久原外科胃腸科医院

いでアレルギー・呼吸器クリニック

西医院

峯苫医院

丸田医院

上村整形外科医院

植柳上町

松 江 町

郡 築 ４

坂 本 町

千 丁 町

氷 川 町

35-1161

37-8211

37-0157

45-2127

46-0027

62-3377

田中泌尿器科外科医院

福満内科医院（小児も可）

桑原医院

黒田耳鼻咽喉科医院

和田内科医院

錦 町

松 江 町

敷川内町

鏡 町

氷 川 町

33-1100

35-0293

38-0302

52-8787

52-1860

織田胃腸外科

くはら循環器内科・くはら皮フ科

久野内科医院

よかと整形外科リウマチクリニック

横田診療所

緒方内科医院

横手新町

古閑中町

本 町 1

鏡 町

泉 町

氷 川 町

35-5300

62-8877

32-3408

46-8110

67-2010

62-2013

12

日

19

日

26

日

5月のエコエイトやつしろの開設日とごみの収集について

★ 休日歯科診療　☎31-8020

◎施設の受入
◎19日の日曜特別開設（有料）について ◎「燃えるごみ」の収集

◎「資源の日」の収集

《問合せ》エコエイトやつしろ☎32-4675、各支所の市民サービス係

５月５日（祝）　泉町下岳地区
資源の日の振り替えなどは「ごみ収集カレンダー」で確認ください。

5月  2日（祝）  月・木収集地区と泉町下岳地区
5月  4日（祝）  水・土収集地区と泉町栗木地区
泉町の五家荘・板木・保口地区の収集はあり
ません。

可燃ごみ・資源物・粗大ごみなど、平日同様に受け入れます。

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝日の10：00～16：00

※休日在宅医は、変更になる場合があります。

▲広報やつしろ４月号Ｐ１３ ▲市ホームページ

資源の日に出すことのできる資源物22品目、
粗大ごみ（木製家具、カーペット、毛布、布団）
※料金は10㎏あたり100円です。別途手数料が
　かかるものがあります。

子ども医療電話相談

5月連休中（３日、４日、５日を除く）
小児科は夜間救急センターで対応します。

※ゴールデンウィーク期間中の休日在宅医については広報
やつしろ４月号Ｐ13または市ホームページを確認ください。

　子育てをしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ち着きがないなど）のある人は、相談ください。
必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

（幼児以上可）

（幼児以上可）

みどりの日

のお知らせ
しています。
に申し込みください。
保健センター〉

付

合があります。
明書（※自動交付機を除く）
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127,306 2
519

3
３月末日現在

5月31日㈮

延長時間 毎週木曜日　午後5時15分～7時　※祝日・年末年始を除く
対応窓口 市民課☎33-4110、こども未来課☎33-8721、
国保ねんきん課☎33-4113、市民税課☎33-4107、納税課☎33-4109
消費生活センター☎33-4162 ※業務内容については各課へ問い合わせください。

本庁仮設庁舎の窓口延長について

59,141
68,165
56,216

本庁仮設庁舎、各支所、各出張所、市内の各銀行、各信用金
庫、信用組合、労働金庫、農業協同組合、九州管内のゆう
ちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）コンビニエンスストア各店
舗（対象店舗については納付書などに別途記載）
※市税の納付は、安心便利な口座振替を利用ください。

55
憲法記念日国民の祝日

こどもの日 振替休日

即位の日
右下のマタニティマークを
つけている人は、妊婦さ
んです。
「電車などで席を譲る」
「タバコは控える」など、
思いやりある
心遣いをお願
いします。

H27.12/7～12/15生

H30.12/10～12/19生

H29.1/21～2/4生

H29.1/11～3/20生

H30.12/20～12/30生 H29.9/26～10/4生
H29.9/20～11/1生H30.12/16～H31.1/19生

＜鏡保健センター＞

＜鏡保健センター＞

H30.9/14～9/25生
その1本
　やめて今日から
　　　　健康貯金

ネッツワールド八代店9：30～12：00
マルショク日奈久店14：00～16：00

不妊に関する悩みなどがある人は、
気軽に相談ください。

H29.10/5～10/15生

対象：2回食から完了期までの
　　 乳児とその保護者
（要予約：八代保☎32－7200）

離乳食教室 10：00～11：30
H30.12/31～H31.1/11生

H27.12/16～12/23生 H30.9/26～10/9生

H30.9/12～10/23生

H29.10/16～10/23生 H27.12/24～H28.1/6生

ダイニチ物流センター10：00～12：00
ゆめタウン八代13：45～16：00

受入物：資源物、粗大ごみ
（エコエイトやつしろ☎32‐4675）

資源物・粗大ごみ
日曜特別開設（有料）
8：30～11：30

◆平成31年度健診の
健診申込みを受け付けし
済んでいない人は早めに

〈八代市保・鏡保

ゴールデンウィーク期間中の戸籍関連の届出と各種証明書の交付
５月６日（振休）まで市役所は閉庁となりますが、戸籍関連の届出は受け付けます。
また、自動交付機やコンビニエンスストアなどで各種証明書は取得できます。
〈戸籍関連の届出〉　受け付けは本庁仮設庁舎の守衛室で行います。
　　　　　　　　　休日、祝日中は受領のみとなりますので、後日来庁をお願いする場合
〈取得できる証明書〉　・住民票　・印鑑証明書　・住民票記載事項証明書  ・所得証明
詳しくは、広報やつしろ４月号Ｐ３２を確認ください。

17 Yatsushiro 2019.5
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日
本
の
未
来
の
た
め
に 

　

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査

　
令
和
元
年
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
、「
経

済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
調

査
員
が
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
確
認

し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
、
一
部
の
事
業

所
に
は
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　
調
査
へ
の
理
解
と
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

　
こ
の
調
査
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
・
所

得
な
ど
暮
ら
し
に
関
わ
る
実
態
を
正
し
く
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
厚
生
労
働
省
が
毎
年
全
国
で
実
施

し
ま
す
。

　
４
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
員
は
身
分
証
明
書
と
し
て
、
写
真
付

き
の
調
査
員
証
を
所
持
し
て
い
る
の
で
、
訪
問
時
に

は
確
認
く
だ
さ
い
。

調
査
対
象
地
区
　

松
崎
町
・
古
城
町
・
豊
原
下
町
・
千
丁
町
吉
王
丸
・

鏡
町
両
出
・
鏡
町
貝
洲
・
泉
町
柿
迫

（
区
域
の
一
部
が
該
当
）

問
合
せ
　
八
代
保
健
所
☎
33
３
１
９
７

　
　
　
　
健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

工
業
統
計
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

　
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計
調
査

を
６
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
、
５
月
上
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
調

査
員
証
を
所
持
し
て
い
る
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度

　
介
護
休
業
・
介
護
休
暇
な
ど
仕
事
と
介
護
の
両
立

支
援
の
制
度
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に
基
づ
い
て

会
社
の
就
業
規
則
や
「
育
児
・
介
護
休
業
規
定
」
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
会
社
に
規
定
が
な
い
場
合
で
も
、
ほ
と
ん
ど

の
制
度
が
労
働
者
の
申
し
出
に
よ
り
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
　
　
　
☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５

５
月
か
ら
手
話
通
訳
者
の
対
応

時
間
が
変
わ
り
ま
す

　
手
話
通
訳
者
を
必
要
と
す
る
人
へ
各
種
申
請
や
手

続
き
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
、
本
庁
仮
設
庁
舎
総

合
案
内
所
横
に
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

変
更
前
（
４
月
ま
で
）

　
毎
週
月
・
水
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
３
時

変
更
後
（
５
月
か
ら
）

　
毎
週
月
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時

　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午

問
合
せ
　
障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

２
０
１
９
年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
　
間

　
５
月
11
日
㈯ 

〜 

20
日
㈪
ま
で
の
10
日
間

 

※
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
　
５
月
20
日
㈪

運
動
重
点

↓

【特別展示室】【第 2常設展示室】

開催中～6/2（日）
春季特別展覧会　
佐賀県立九州陶磁文化館所蔵名品展
「肥前陶磁の美―百花繚乱のやきもの散歩―」

【第１常設展示室】
開催中～ 6/16（日）古文書を読むⅠ　釈迦院の古文書
開催中～ 6/23（日）写真家麦島勝の世界Ⅰ
開催中～７/15（月）和紙　広重の絵封筒

開催中～ 7/28（日）
金工　超絶技巧！釘谷洞石の技と美
八代の古代遺跡Ⅰ　弥生から古墳時代

開催中～8/4（日）
八代焼　八代焼と図案帳
信仰のかたちⅠ　釈迦院の歴史と仏神像
民俗　妙見祭笠鉾のヒミツ

通年 八代城 　瓦からわかる麦島城・八代城
通年 民俗　米作りの道具　お米はどうやってできるの？

開館時間 午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
観 覧 料《特別展料金》

一般 600 円（480 円）、高大生 400 円（320 円）
※いずれも中学生以下は無料  
※（　）内は 20人以上の団体料金
※こどもの日の 5/5 ㈷は観覧料無料

休 館 日 ５/７(火)、13(月)、20(月)、27(月)

博物館展示案内【5月】

問合せ 市立博物館　☎ 34-5555
博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

広報やつしろ４月号で春季特別展覧会の一般団体料金に誤りがありました。
正しくは上記のとおりです。謹んでお詫びします。
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１

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

２

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

３

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

４

飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　
　
　
　
八
代
警
察
署
☎
33
０
１
１
０

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費
税
の
軽
減
税
率

制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

５
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ

八
代
税
務
署

対

象

八
代
税
務
署
管
内
の
事
業
者

定

員

各
40
人

問
合
せ

八
代
税
務
署
☎
32
３
２
０
９

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

宅
地
の
復
旧
工
事
を
支
援

　
　

こ
の
事
業
は
、
原
則
、
令
和
元
年
度
末
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
令
和
元
年
度
末
ま

で
に
工
事
が
完
了
で
き
な
い
人
へ
の
特
例
措
置
と
し

て
、
令
和
元
年
度
末
ま
で
登
録
（
エ
ン
ト
リ
ー
）
を

し
た
場
合
に
限
り
、
令
和
3
年
度
末
ま
で
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
が
な
い
場
合
は
、
令
和
2
年
度
以
降
、
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
早
め
に

相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

熊
本
地
震
発
生
時
に
住
宅
（
民
間
企
業
や
団
体
な

ど
の
社
宅
や
寮
は
含
ま
な
い
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
、
占
有
者

対
象
工
事

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
宅
地
の
原
形
復
旧
工

事
（
調
査
、
設
計
費
を
含
む
）
で
次
に
掲
げ
る
も
の

・
擁
壁
、
地
盤
、
の
り
面
の
復
旧
工
事

・
液
状
化
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
区
域
で
行
う
住

宅
建
屋
下
の
地
盤
改
良
工
事

・
住
宅
建
屋
の
基
礎
の
沈
下
ま
た
は
傾
斜
を
修
復
す

る
工
事

補
助
額

対
象
工
事
に
要
し
た
額
か
ら
50
万
円
を

　
　
　
　
控
除
し
た
額
に
２
／
３
を
乗
じ
た
額

問
合
せ

建
設
政
策
課
☎
33
４
１
１
６

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

私
道
の
復
旧
工
事
を
支
援

対
象
者

私
道
を
管
理
す
る
自
治
会
や
集
落
な
ど

対
象
工
事

主
と
し
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
利
用
し
て

い
る
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
私
道
の
原
形
復
旧

工
事
費
（
調
査
、
設
計
費
を
含
む
）
が
50
万
円
以

上
の
も
の

・
一
般
交
通
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
公
道
に
接
続
し
て
い
る
こ
と

・
幅
員
が
お
お
む
ね
１
・
８
ｍ
以
上
あ
る
こ
と

・
所
有
者
の
異
な
る
住
宅
が
連
た
ん
し
て
２
戸
以

上
建
ち
並
ん
で
い
る
こ
と

・
集
落
な
ど
で
維
持
管
理
し
て
い
る
こ
と

補
助
額

対
象
工
事
費
の
半
額

問
合
せ

建
設
政
策
課
☎
33
４
１
１
６

平
成
28
年
熊
本
地
震

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
」

申
請
期
限
の
延
長

熊
本
地
震
で
住
家
が
全
壊
や
大
規
模
半
壊
と
判
定

さ
れ
た
世
帯
、
半
壊
と
判
定
さ
れ
、
や
む
を
得
ず
住

家
を
解
体
し
た
世
帯
の
人
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期

限
が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
人
で
、
ま

だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
期
限

令
和
２
年
５
月
13
日
㈬
ま
で

対
象
世
帯

・
全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
世
帯

・
半
壊
の
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
自
宅
を
解

体
し
た
世
帯

問
合
せ

健
康
福
祉
政
策
課

　
　
　
　（
熊
本
地
震
生
活
再
建
支
援
窓
口
）

　
　
　
　
☎
32
３
６
６
２

試験の種類 第１次試験日 申込受付締切日
（当日消印有効）

県職員
（大学卒業程度、免許資格職） ６月２３日㈰

※東京会場もあります。 ５月１０日㈮県職員
（民間企業等経験者対象）

警察官
（警察官Ａ）

７月１４日㈰ ５月３１日㈮

熊本県職員・警察官の採用試験

※募集職種や受験資格、受験申込書の配布場所などについては、県
ホームページを確認、または県人事委員会事務局まで問い合わせ
ください。
問合せ　県人事委員会事務局　☎ 096（333）2733
熊本県職員採用ガイド　検索 ➡
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消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

共
済
基
金
の
活
用

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
、
平
成
30

年
度
、
本
市
に
お
い
て
夜
間
の

消
防
団
活
動
用
に
「
投
光
器
」

を
２
台
購
入
し
ま
し
た
。

配
置
場
所
　
八
代
方
面
隊
第
１
分
団
、
第
８
分
団

問
合
せ
　
危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
探
知
機

購
入
費
等
補
助
金

　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
高
齢

者
の
居
場
所
を
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
徘

徊
探
知
機
の
利
用
に
係
る
初
期
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
恐
れ
の
あ

る
在
宅
高
齢
者
を
介
護
す
る
同
居
家
族
ま
た
は
親

族
。

②
高
齢
者
、
同
居
家
族
ま
た
は
親
族
と
も
に
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
。

対
象
経
費

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
有
す
る
徘
徊
探
知
機
の
利
用
に
係

る
初
期
費
用
（
機
器
の
購
入
代
金
、
加
入
手
数
料
ま

た
は
登
録
手
数
料
）

　
※
４
月
１
日
以
後
の
契
約
分

補
助
金
額

　
対
象
経
費
に
相
当
す
る
額
（
上
限
１
万
円
）

　
※
高
齢
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

※
補
助
を
希
望
す
る
人
は
、
契
約
前
に
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
長
寿
支
援
課
☎
33
４
１
４
５

講
演
・
講
座

お
で
か
け
公
民
館
講
座

さ
か
な
屋
さ
ん
が
教
え
る
「
魚
の
さ
ば
き
方
教
室
」

と
　
き

　
6
月
1
日
㈯
、
8
日
㈯

　

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
４
時

　(

全
2
回)

と
こ
ろ

　
千
丁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　                            

内
　
容

　
魚
を
丸
ご
と
1
匹
さ
ば
き
、
調
理
を
行
な

う
。
１
回
目
は
鯛
、い
か
。
２
回
目
は
鰯
、

た
こ
、
え
び
。
さ
ば
い
た
魚
で
5
〜
6
品

の
料
理
を
つ
く
る
。 

講    

師
　
魚
さ
わ

　
澤
田

　
和
子 

氏

対
　
象

　
市
内
在
住
の
人

　
　
　
　(

小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴)

定
　
員
　
12
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
　
用

　
４
０
０
０
円
／
人(

材
料
費
、
全
2
回)

持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
出
刃
包

丁(

持
っ
て
い
る
人
の
み)

、タ
オ
ル(

魚

用)

、
飲
み
物
、
持
ち
帰
り
用
バ
ッ
グ

申
込
み
　
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
電

話
番
号
、「
魚
講
座
」
を
記
入
し
、
生
涯

学
習
課
ま
で
申
し
込
み
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
※
受
講
者
へ
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

抽
選
の
結
果
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通

知
を
行
い
ま
す
。
電
話
で
の
申
込
不
可
。

申
込
締
切

　
5
月
15
日
㈬

↓

　生ごみの減量化のため、生ごみ堆肥化容器や電気式生ごみ処理機を購
入する家庭に対して助成金を交付します。本制度を活用し、家庭から出
る「燃えるごみ」の約半分を占める「生ごみ」の減量化に協力ください。
　なお、年度予算に到達次第締め切りますので、申し込みは早めにお願
いします。

◆助成の対象要件
　・本市在住で、同住所世帯で使用すること
　・申請者の属する世帯全員が市税などを滞納していないこと
　・購入する容器や機器が中古品でないこと
◆助成の内容
◎生ごみ堆肥化容器
　・助成金額・・・購入単価の１／２（上限１基につき5，０００円）
　・助成対象数・・過去 1年間において１世帯あたり３基まで
◎電気式生ごみ処理機
　・助成金額・・・購入単価の１／２（上限額３０，０００円）
　・助成対象数・・過去５年間において１世帯あたり１機まで
　・購入する前に循環社会推進課への登録申込（電話での申込可）が必
要です。

　・申請後、循環社会推進課職員が設置確認を行います。
◆申請に必要な書類
　①申請書
　②市税等納税状況確認同意書
　③助成金請求書
　　（金融機関の口座内容を記入する必要があります。）
　④購入店からの領収書（原本）
　※①～③の書類は、市ホームページのほか、各申請先でも用意してい

ます。また、電気式生ごみ処理機の登録申し込みをした人には、登
録完了通知書とともに郵送します。

◆申請
　循環社会推進課、各支所地域振興課（鏡支所は市民環境課）
◆問合せ　循環社会推進課　☎ 34-1997

生ごみ堆肥化容器等設置助成金
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「
カ
ラ
ダ
い
き
い
き
健
康
講
座
」

〜
い
つ
ま
で
も
元
気
な
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
〜

と

き

７
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬
、

　
　
　
　
17
日
㈬
、
24
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
全
４
回
）

と
こ
ろ

麦
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

容
第
１
回

「
輝
い
て
生
き
る
」

〜
生
涯
げ
ん
き
で
く
ら
す
法
〜

講
師

八
代
市
第
4
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
看
護
師

宮
本

暢
子
氏

第
２
回

「
最
後
ま
で
食
べ
ら
れ
る
お
口
作
り
」
〜
生
命
を

維
持
す
る
為
の
食
べ
る
と
い
う
こ
と
〜

講
師

日
本
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
歯
科
衛
生
士

今
泉

克
美
氏

第
３
回

「
脱
水
と
嚥
下
の
は
な
し
」

講
師

大
塚
製
薬
Ｎ
Ｒ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

　
　
　
ザ
ー

河
相

吉
紀
氏

「
高
齢
者
に
気
を
つ
け
た
い
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
師

老
人
保
健
施
設
と
ま
と

管
理
栄
養
士

　
　
　
戸
田

美
津
穂
氏

第
４
回

「
た
か
が
転
倒
！
さ
れ
ど
転
倒
。
高
齢
者
が
な
ぜ

転
倒
し
や
す
い
の
か
？
」

〜
今
日
か
ら
始
め
よ
う
、
転
倒
予
防
〜

講
師

地
域
密
着
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー

熊
本
総
合
病
院

理
学
療
法
士

寺
川

雄
介
氏

対

象

市
内
在
住
の
人

　
　
　
　
※
４
回
の
講
座
全
て
に
参
加
で
き
る
人

定

員

40
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費

用

無
料

持
参
物

筆
記
具
、
飲
み
物

申
込
み

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
①

「
カ
ラ
ダ
い
き
い
き
健
康
講
座
希
望
」
②

郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
生
涯
学
習
課
ま
で
申
し
込
み
。

　
　
　
　
※
受
講
者
へ
は
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

抽
選
の
結
果
受
講
で
き
な
い
人
に
も
通

知
を
行
い
ま
す
。
電
話
で
の
申
込
不
可
。

申
込
締
切

６
月
14
日
㈮
必
着

問
合
せ

〒
８
６
９
―
４
７
０
３

千
丁
町
新
牟
田
１
４
３
３

八
代
市
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

☎
30
１
１
１
０

FAX
30
１
１
２
０

Mail

syogai@
city.yatsushiro.lg.jp

行
ぎ ょ う せ い し ょ し

政書士による
入
にゅ う か ん も ん だ い む り ょ う そ う だ ん か い

管問題無料相談会
と　き 5 月

がつ

21 日
にち

（火
か

）　午
ご ご

後 1時
じ

～午
ご ご

後 3時
じ

ところ 市
しみんそうだんしつ

民相談室（市
しやくしょ

役所仮
かせつちょうしゃ

設庁舎 1階
かい

）
内
ない

容
よう

家
か ぞ く

族の招
しょうへい

聘、国
こくさいけっこん

際結婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、外
がいこくじん

国人の
雇
こよう

用・会
かいしゃ

社設
せつりつ

立など
問
といあわ

合せ 国
こくさいか

際課　☎ 33-6846

Time and date : 13:00~15:00 May 21(Tuesday)

Place               : Citizen’s Consultation Room

(1st floor of the Temporary City Government Building)

The contents     : inviting families to visit Japan, international 

marriage,permanent resident permit, naturalization 

(kika), Foreigner's employment, establishing a 

company in Japan by a foreigner etc.

Inquiries         :   International Affairs Division

・
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博
物
館
連
続
講
座
受
講
生
募
集

「
熱
血
！
妙
見
塾
３
〜
ア
ン
コ
ー
ル
〜
」

妙
見
祭
の
さ
ま
ざ
ま
な
ナ
ゾ
に
迫
る
連
続
講
座

「
熱
血
！
妙
見
塾
」
の
第
3
弾
を
開
講
し
ま
す
。
今

回
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
の
中
か
ら
要
望
の
多
か
っ

た
も
の
を
選
び
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
た
も
の

で
す
。
こ
の
機
会
に
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

妙
見
祭
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と

き

６
月
〜
10
月
（
月
１
回･

全
5
回
）

毎
月
第
3
日
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

博
物
館

内

容
第
１
回

６
月
16
日
㈰

妙
見
祭
の
行
事
と
出
し
物
の
特
色
に
つ
い
て

第
２
回

７
月
21
日
㈰

神
幸
行
列
を
考
え
る

第
３
回

8
月
18
日
㈰

笠
鉾
の
秘
密
に
迫
る

第
４
回

9
月
15
日
㈰

妙
見
宮
祭
礼
絵
巻
を
読
み
解
く

第
５
回

10
月
20
日
㈰

明
治
時
代
以
降
の
妙
見
祭

講

師

本
館
学
芸
員

早
瀬

輝
美

定

員

40
人
程
度

対

象

全
5
回
参
加
で
き
る
人

費

用

無
料

申
込
期
間

５
月
8
日
㈬
〜

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

博
物
館
友
の
会
特
別
講
演
会

「
郷
土
の
名
陶
八
代
焼

附
博
物
館
と
八
代
焼
」

博
物
館
友
の
会
で
は
、
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
会
員
以
外
の
聴
講
も
大
歓
迎
で
す
。
　
　
　
　

と

き

５
月
25
日
㈯

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

博
物
館

演

題
「
郷
土
の
名
陶
八
代
焼

附
博
物
館
と
八

代
焼
」

講

師

前
博
物
館
副
館
長

　
　
　
　
福
原

透
氏

定

員

先
着
80
人
（
事
前
申
込
不
要
）

費

用

資
料
代
３
０
０
円

問
合
せ

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

サンライフ八代体育室で、３月１１日（日）午前 8:30 から先着順に申込開始。定員になり
しだい締め切ります。（８：００より整理券配布）

期間～翌年３月

サンライフ八代
主催講座追加募集（若干名）
曜
日 講座名 週 時間 受講料／月

月

パッチワーク 1,3 10:00 ～ 12:00 1,000 円
( 材料費別 )

さげもん
（つるし飾り） 1,3 13:30 ～ 15:30 1,000 円

( 材料費別 )

骨盤体操 1,3,4 13:30 ～ 15:30 1,500 円

火 すこやか体操 1,2,3,4 10:00 ～ 12:00 2,000 円

水 実用書道
（初心者歓迎） 1,3 13:30 ～ 15:30 1,000 円

土

健康料理
（初心者・男性歓迎） 1,3 9:30 ～ 12:00 1,000 円

( 材料費別 )

フラワー
アレンジメント

2,4 10:00 ～ 12:00 1,000 円
( 材料費別 )

講　座　名 と　き 費　用

楽々エアロビ講座
（初心者・男性歓迎）

月３回（水曜日）
１１/２０まで

１０：００～１１：３０

１, ５００円
（１カ月分）
※毎月徴収します

はじめてのヨガ講座
（男性歓迎）

 月３回（木曜日）
１１/２１まで

１４：３０～１６：００

１, ５００円
（１カ月分）
※毎月徴収します

短期講座追加募集

申込み
定員になり次第締め切ります。費用を添えてサンライフ八代事務
局へ申し込み。
（電話での申込みはできません。）
受付時間　平日午前 9時～午後７時　土曜日午前 9時～午後５時　　

※日程については、変更になる場合もあります。
※その他の講座についてはホームページを確認ください。

問合せ　サンライフ八代　☎ 32-7171
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募

　
　集

令
和
元
年
度
政
府
主
催
慰
霊
巡

拝
事
業
参
加
の
募
集

厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
主
要
戦

域
や
遺
骨
収
集
が
困
難
な
海
上
な
ど
で
の
戦
没
者
、

ま
た
は
抑
留
中
死
亡
者
の
遺
族
を
対
象
と
し
て
、
慰

霊
巡
拝
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

13
地
域
へ
の
派
遣
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

「
干
潟
観
察
会
」参
加
者
募
集

と

き

５
月
18
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
２
時
間
程
度

集
合
場
所

緒
方
印
刷
所
保
養
所
「
海
の
家
」

　
　
　
　
　（
大
島
町
４
８
８
３
）

内

容

干
潟
に
関
す
る
学
習
会
と
生
き
物
の
観
察

持
参
品

帽
子
、
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど

費

用

無
料

定

員

先
着
50
人

申
込
期
限

５
月
15
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

Mail

kankyo@
city.yatsushiro.lg.jp

史
跡
め
ぐ
り
『
歩
き
、
観
、
触
れ

る
！

震
災
の
記
憶
を
辿
る
!!

国
史
跡

麦
島
城
』
参
加
者
募
集

国
指
定
史
跡
『
八
代
城
跡
群

古
麓
城
跡

麦
島

城
跡

八
代
城
跡
』
の
う
ち
、
肥
後
国
の
一
国
二
城
を

支
え
、
４
０
０
年
前
に
大
地
震
で
崩
壊
し
た
麦
島
城

跡
を
く
ま
な
く
探
訪
し
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

と

き

５
月
18
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

集
合
場
所

麦
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス

①
麦
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

展
示
↓
②
麦
島
城
三
の
丸
跡
↓
③
二
の

丸
跡
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）
↓
④

平
櫓
出
土
地
（
※
４
０
０
年
前
の
地
震
で

倒
れ
た
平
櫓
）
↓
⑤
大
天
守
跡
（
天
守
台

跡
）
↓
⑥
本
丸
御
殿
跡
↓
⑦
小
天
守
跡
↓

⑧
三
の
丸
跡
（
幅
50
ｍ
の
堀
跡
）
↓
⑨
麦

島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

定

員

50
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

費

用

無
料

そ
の
他

雨
天
時
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。
各

自
飲
み
物
、
雨
具
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

５
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

問
合
せ

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

第
14
回
平
家
い
ず
み
お
茶
ま
つ

り
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と

き

６
月
2
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

泉
運
動
広
場
（
泉
町
下
岳
）

内

容

武
者
行
列
へ
の
参
加
、
ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど

そ
の
他

祭
り
で
使
用
で
き
る
買
物
券
（
１
３
０
０

円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

募
集
期
限

5
月
14
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ

平
家
い
ず
み
お
茶
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
泉
支
所
地
域
振
興
課
内
）
☎
67
２
１
１
１

と　き　　5日 26日㈰
　　　　　午前 9時　オープニング演奏
　　　　　午前９時 30分　開会
ところ　　鏡支所・鏡文化センター周辺

主なイベント内容
・かがみ食のフェスティバル
・参加型イベント
　「畳投げ大会」「野点」　
　「魚のつかみ取り大会」「伝承遊び」
　「いも掘り体験」
　「ジョギングフェスティバル」など
・騎士竜戦隊リュウソウジャー（観覧無料）
・ダンスステージ
・郷土芸能披露
・はたらく車大集合
・フリーマーケット
・特産品展示販売
・ジビエ料理展示・試食会
・特産品などが当たる抽選会など

問合せ ふる郷愛鏡祭実行委員会事務局
（鏡支所地域振興課内）　☎ 52-2131

第 34回 ふる郷愛鏡祭
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味
噌
づ
く
り
体
験
参
加
者
募
集

無
添
加
味
噌
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
3
日
間
で
味
噌
を
作
り
、
20
㎏
ず

つ
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

と

き

6
月
3
日
㈪
〜
5
日
㈬

※
3
日
㈪
は
午
後
1
時
集
合

(

詳
細
は
参
加
者
へ
通
知
し
ま
す
。)

と
こ
ろ

八
代
市
東
陽
農
産
物
加
工
施
設

費

用

４
０
０
０
円

定

員

10
人

対

象

市
内
居
住
者
で
3
日
間
参
加
で
き
る
人

　
　
　
　（
4
日
は
夜
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。)

持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

募
集
期
間

5
月
7
日
㈫
〜
10
日
㈮

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

※
初
め
て
の
人
を
優
先
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

東
陽
定
住
セ
ン
タ
ー
☎
65
２
０
４
０

イ
ベ
ン
ト

さ
か
も
と
八
竜
天
文
台

星
座
の
中
で
も
一
番
大
き
く
て
長
い
「
う
み
へ
び

座
」
の
背
に
乗
っ
て
、
春
と
初
夏
の
星
座
た
ち
が
夜

空
を
行
く
季
節
で
す
。「
し
し
座
」
や
「
お
と
め
座
」、

「
て
ん
び
ん
座
」
の
人
、
ぜ
ひ
自
分
の
星
座
を
探
し

に
き
て
く
だ
さ
い
。

【
月
を
撮
影
し
て
み
よ
う
】

と

き

5
月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰

　
　
　
　
午
後
8
時
〜
10
時

【
初
夏
の
星
座
大
行
進
】

と

き

5
月
24
日
㈮
〜
6
月
2
日
㈰

　
　
　
　
午
後
8
時
〜
10
時

と
こ
ろ

さ
か
も
と
八
竜
天
文
台

休
館
日

火
・
水
曜
日

入
館
料

大
人
３
０
０
円
、
小
学
生
〜
高
校
生

　
　
　
　
１
５
０
円
、
幼
児
無
料

開
館
時
間

午
後
1
時
〜
10
時

　
　
　
　（
た
だ
し
、
入
館
は
午
後
9
時
30
分
ま
で
）

問
合
せ

さ
か
も
と
八
竜
天
文
台
☎
45
３
４
５
３

日
奈
久
温
泉
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

風
呂

日
奈
久
温
泉
の
女
湯
に
た
く
さ
ん
の
カ
ー
ネ
ー

八代港クルーズ客船寄港予定表（5月）
入出港予定 船名 総トン数

5 月 21日㈫ 7:00 ～ 20:00 コスタ・ベネチア 13.6 万 t
5 月 26日㈰ 6:00 ～ 22:00 コスタ・ベネチア 13.6 万 t
5 月 28日㈫ 9:00 ～ 11:00 にっぽん丸 2.2 万 t
5 月 30日㈭ 14:00 ～ 17:00 にっぽん丸 2.2 万 t
※入出港予定は、天候、運航スケジュールなどの事情により、変更するこ
とがあります。詳しくは市ホームページを確認ください。

※寄港当日は、岸壁周辺に車両進入規制があり、一般開放の実施はありま
せんが、大島ゴルフ倶楽部駐車場の南西側でクルーズ客船を見ることが
できます。

※寄港当日は、渋滞が発生する恐れがあります。
問合せ　観光振興課　☎ 33-4115

　遙拝堰下流に国土交通省八代河川国道事務所の施工に
より八の字堰が完成しました。これを祝して、九州国際
スリーデーマーチ 2019 にあわせ、八の字フェスタを開
催します。

と　き　５月 12日㈰　午後１時～４時
ところ　球磨川遙拝堰下流（渡町地先）
　　　　（高速道路高架下周辺）

当日のスケジュール
12:50 ～　オープニングアトラクション
13:00 ～　八の字堰完成祝賀式典
　　　　 　八の字フェスタ
13:35 ～　（第１部）
　・除幕＋くす球　・餅まき
　・ドローン撮影
13:55 ～　（第２部）
　・くま川祭り踊り
　・「八の字堰」歴史談話
　・くま川せせらぎコンサート
　・川遊び等体験
　　（カヌー、ウォーターチューブ）
　・高所作業車体験　・展示ブース
15:45 ～　くま川クリーンアップ活動
16:00 ～　閉幕

八の字フェスタ

問合せ　八の字フェスタ実行委員会　☎ 32-7134

くまモン
も

くるもん
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シ
ョ
ン
を
浮
か
べ
ま
す
。
母
の
日
に
し
か
経
験
で
き

な
い
幸
せ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

と

き

５
月
12
日
㈰

実
施
施
設

あ
た
ら
し
屋
旅
館
、
金
波
楼
、
し
の
は

ら
ホ
テ
ル
浜
膳
、
不
知
火
ホ
テ
ル
、
ひ

ら
や
ホ
テ
ル
、
柳
屋
旅
館
、
日
奈
久
温

泉
セ
ン
タ
ー
「
ば
ん
ぺ
い
湯
」

※
入
浴
時
間
、料
金
は
施
設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

同
時
開
催
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
祭
り
」

と

き

5
月
12
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

費

用

入
場
無
料

内

容

肥
ノ
國
太
鼓
衆
真
紅
舞
、
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
際
田
ま
み
」、
熊
本

CLEAR'S

、
や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
そ

の
他
お
楽
し
み
抽
選
会
、
物
販
あ
り

問
合
せ

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
☎
38
０
２
６
７

相

　
　談

無
料
手
続
相
談
会

と

き

５
月
17
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判

所
八
代
支
部

相
談
担
当
者

弁
護
士
、
調
停
委
員
（
民
事
・
家
事
）、

検
察
庁
・
法
務
局
・
裁
判
所
の
各
職
員

相
談
内
容

借
金
、
売
買
代
金
、
土
地
・
建
物
問
題
、

登
記
問
題
、
親
子
・
親
族
間
の
問
題
、

人
権
問
題
な
ど

問
合
せ

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
八
代
支
部

　
　
　
　
☎
32
２
１
７
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会
な

ど
を
開
催

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
造
設
者
）

の
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
（
人
工

肛
門
な
ど
の
手
入
れ
の
仕
方
）
な
ど
に
つ
い
て
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
相
談
会
は
、
県
の
委
託
を
受

け
た
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部
が
社
会
適

応
訓
練
事
業
と
し
て
、
県
内
７
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し

ま
す
。

と

き

5
月
25
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

熊
本
労
災
病
院

費

用

無
料
（
当
日
受
付
）

問
合
せ

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部
事
務

局
大
腸
肛
門
病
セ
ン
タ
ー
高
野
病
院
患
者
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
６
（
２
０
６
）
３
３
３
０

エコエイトやつしろ（八代市環境センター）
における燃えるごみ収集量

期　　間 燃えるごみの収集量 １人１日当たりの
燃えるごみの量

H30年 2月 1,382 ｔ 383ｇ

H31年 2月 1,508 ｔ 421ｇ

比　　較 126ｔ 38ｇ

　エコエイトやつしろ（八代市環境センター）で受け入れた本
市全域の燃えるごみの収集量を比較しています。
　昨年に比べ燃えるごみ量が増加していますので、引き続き皆
さんのごみ減量化への協力をお願いします。
問合せ　循環社会推進課　☎ 34-1997

八代市・氷川町・芦北町定住自立圏イベント情報
人口減少が進む中、本市では氷川町、芦北町と定住自立圏を
形成し、連携して住民サービスの向上を図ることにより定住
促進に取り組んでいます。

と　き　４月 27日㈯～５月６日（振休）
ところ　道の駅「竜北」
内　容　道の駅「竜北」では春の感謝祭を開催します。新元号「令和」

を祈念したイベントなどいろいろな催し物があります。
【主なイベント】
　・アサリのすくり取り（１回 300円）…４/27㈯、５/３（祝）
　・鮎のつかみ取り（１回 500円）…４/29（祝）、５/５（祝）
　・改元記念　まぐろの解体ショー…５/１（祝）
　・ひかわツーリズムクラブ　足踏み餅つき体験…５/１（祝）
問合せ　道の駅竜北　☎ 53-5388

新たなアクティビティとして御立岬公園ゴーカート場に「レーシン
グカート」が登場。今までになかったスピード感を楽しむことがで
きます。営業開始は４月 27日㈯から。当日は営業開始記念として
先着 100人にお得なプレゼントを用意しています。
【レーシングカート】
通常走行料金　１周券 500円（お得な周回券あり）
営業時間　午前９時～午後４時 30分
　　　　　（休園日　毎月第２・４水曜日）
営業場所　御立岬公園ゴーカート場
※レーシングカートは身長 150㎝以下の人は利用できません。
問合せ　御立岬公園管理棟　☎ 0966（87）0737

道の駅「竜北」ゴールデンウィーク春の大感謝祭氷川町

御立岬公園にレーシングカートが登場芦北町
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図  書  館　催し物案内（5月） 午前 9時 30分～午後 8時（土日・祝日午後 7時）
施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします。

【施設点検休館日】本館：22日㈬　せんちょう分館：14日㈫　かがみ分館：22日㈬

問合せ　市立図書館本館　☎３２－３３８５　せんちょう分館 ☎４６－１９０１　かがみ分館 ☎５２－５５６７

※図書資料の返却を忘れずに
　図書の貸出期間は、借りた日を含めて１５日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をお願いします。

行　　　　　　事 と　　　き 内　　　　　容

市
立
図
書
館
本
館

えいごdeおはなし会デラックス 4日㈷午前 11時～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会デラックス 14日㈫午前 11時～ 赤ちゃん向けおはなし会

０・１・２歳児向けおはなし会 9日㈭午前 11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 18・25日㈯午後 3時～

大人のためのおはなし会 6日（振休）午後 2時～ 3時 語り手：萌の会

おはなしバイキング 19・26日㈰午前 11時～ 絵本の読み聞かせなど

おはなしバイキングデラックス 5日㈷午前 11時～ 絵本の読み聞かせなど

図書館マルシェ 春ものがたり 12日㈰
午前 9時 30分～午後 3時

・コーヒー、雑貨や野菜などの販売
・子どもバトラーによるミニミニビブリオバトル
・館長の紙芝居
・図書館講座「重

ちょうげん

源という生き方」　講師：小山一廣氏
・図書館シネマ「マダム・フローレンス！」（111分）
※詳細は図書館ホームページまたはちらしで確認ください。

せ
ん
ち
ょ
う
分
館

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

20日㈪午前 10時 30分～
語り手：いないいないばぁの会

27日㈪午後 2時 30分～

幼児・小学生向けおはなし会
4・25日㈯午後 2時～ 絵本の読み聞かせなど

18日㈯午後 2時～ 語り手：山猫軒

スペシャルおはなし会 11日㈯午後 2時～ 3時 絵本の読み聞かせや工作など

図書館講座「かがくの本っておもしろい」 26日㈰午後 2時～ 3時 おすすめ科学絵本の紹介と科学遊び（申込不要）

か
が
み
分
館

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよスペシャル） 3日㈷午前 11時～ 絵本の読み聞かせや手遊び、工作など

どんかちゃんスペシャルおはなし会 4日㈷午前 11時～ 絵本の読み聞かせなど

幼児・小学生向けおはなし会 5日㈷ 11日・25日㈯午後 2時～ 語り手：ぐるんぱ
あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ） 17日㈮午前 11時～ 絵本の読み聞かせや手遊びなど

どんかちゃんおはなし会 18日㈯午前 11時～ 絵本の読み聞かせなど

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

▶   7 日（火） 9:40 ひので保育園 10:15 金剛コミュニティセンター  10:45 ま心苑 ▶   8 日（水）9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶   9 日（木）9:40 麦島コミュニティセンター 10:15 植柳コミュニティセンター 10:45 偕老苑 ▶ 10日（金）9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅 
▶ 13日（月）13:15 日奈久小 14:00 日奈久コミュニティセンター 14:30 保寿寮 ▶ 14日（火）13:15 郡築小 14:05 八千把コミュニティセンター 14:30 海士江西村ビル
▶ 15日（水）9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA倉庫 ▶ 16日（木）13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 17日（金）13:15 昭和小 14:00 郡築 12番八協連 14:35 井揚団地 ▶ 20日（月）13:15 八竜小 14:10 ＪＡ坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 21日（火）13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ ▶ 23日（木）13:20 泉小中 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 24日（金）9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう ▶ 27日（月）9:40JR 西宮アパート 10:10JCHO熊本総合病院附属クリニック 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 28日（火）9:40 八代トヨオカ地建アリーナ 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園 ▶ 29日（水）13:25 二見小 14:10 二見コミュニティセンター 14:55 光嶺保育園
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八代ウインドオーケストラ団員募集

熊本総合病院イベント

中村敦夫朗読劇 ｢線量計が鳴る｣

看護の日イベント

おもしろサイエンス
わくわく実験講座２０１９

健康寿命を延ばそう
～みんなで目指そう 100歳～

坂本町DE歴史・自然を
満喫するフットパス

八代高等学校　八代中学校
吹奏楽部・合唱部　合同定期演奏会

青春フォークソングの集い

アフリカへ毛布をおくる運動

第 19回やつしろ茶和の会

点訳ボランティア養成講習生募集

第２弾パワースポット巡り
妙見関連社を訪ねて

築城 400年の八代城跡と松浜軒で
花しょうぶを愛でる

アトピー教室

小学生パソコン入門講座

バスハイキング

児童合唱に関わって見えてきたこと

九州国際スリーデーマーチ2019
あしながボランティアウォークin八代

第８回八代版画美展

日時／毎週土曜日　午後７時～９時
場所／松高コミュニティセンター
費用／ 1,500 円（月額）
問合せ／米村☎ 090(9600)9734

看護の日イベント
日時／５月 15日㈬　午後１時～３時
場所／同病院
内容／骨密度や血圧などの計測など
定員／１００人（申込不要）
｢まちの保健室｣
日時／５月 25日㈯
　　　午前９時 30分～ 11時 30分
場所／ゆめタウン八代
内容／計測や健康相談など
第 66回熊本総合病院市民公開講座
日時／５月 29日㈬　午後６時～７時
場所／同病院
演題／手術支援ロボットda Vinci について
講師／川上茂生氏、森田圭介氏
定員／ 100人（申込不要）

問合せ／同病院☎ 32-7111

日時／５月 17日㈮　午後７時開演
場所／やつしろハーモニーホール
定員／ 500人
費用／大人 1,500 円（当日 2,000 円）
　　　高校生以下 1,000 円
問合せ／幸村☎ 090(7989)4930

日時／①５月 17日㈮　
　　　午前９時 30分～ 11時 30分
　　　②５月 18日㈯　午後１時～３時
場所／①熊本労災病院　②イオン八代店
内容／健康相談、体脂肪測定など
問合せ／熊本労災病院
　　　　白石☎ 33-4151

日時／５月18日㈯　午前10時～午後３時30分
場所／熊本高等専門学校八代キャンパス
内容／高専生による子ども向け実験・工作
　　　教室
その他／申込不要
問合せ／同校八代キャンパス総務課企画係
　　　　☎ 53-1390

日時／５月 18日㈯　午後２時～４時
場所／八代更生病院
内容／認知症予防についての講演
定員／ 50人程度
問合せ／同病院
　　　　上野、境☎ 33-4205

日時／５月 19日㈰
　　　午前８時 45分～午後３時
集合場所／ JR肥薩線鎌瀬駅裏の駐車場
　　　　　（午前８時 30分）
内容／坂本町鎌瀬～上鎌瀬～中津道～三坂を歩く
定員／ 30人
費用／ 1,500 円（資料代、保険代、昼食代）
　　　1,000 円（高校生以下）
申込締切／５月 11日㈯
問合せ／鶴崎☎ 090(3195)2952
　　　　　　Mail:orangutan@tnb.bbiq.jp

日時／５月４日（祝）
　　　午後２時開演（午後１時 30分開場）
場所／やつしろハーモニーホール
問合せ／八代高等学校・八代中学校
　　　　吹奏楽部・合唱部☎ 33-4138

日時／５月 11日㈯　
　　　午後３時 30分開演（午後３時開場）
場所／やつしろハーモニーホール
内容／懐かしいフォークソングを中心に
　　　みんなで歌って楽しむ
その他／申込不要
問合せ／松浦☎ 090(3413)4323

日時／５月19日㈰　午前10時～午後２時
場所／八代宮参道鳥居前
収集物／シングルサイズ以上の毛布
その他／使用した毛布は必ずクリーニング

または洗濯をお願いします。綿毛
布・破れや穴がある毛布は受取不
可。アルミ缶も収集。

問合せ／アフリカへ毛布をおくる運動推進委員会
　　　　米多☎ 090(1342)9091

日時／５月 23日㈭～ 30日㈭
　　　午前９時 30分～午後３時 30分
場所／松浜軒
内容／着物姿で抹茶を嗜む
費用／ 300円（抹茶、菓子付き）、ガイド無料
　　　拝観料別途、1,000 円（着物着付け）
その他／雨天中止
問合せ／やつしろ茶和の会　真木☎ 34-3939

日時／６月４日㈫～令和２年３月３日㈫
　　　午前９時 30分～正午（全 30回）
場所／市総合福祉センター
費用／無料（テキスト代別途）
問合せ／社会福祉協議会☎ 62-8228

日時／６月９日㈰　午前８時30分～午後３時
集合場所／妙見宮（午前８時 30分集合）
コース／妙見宮～宮原三神宮～豊野霊符堂

～豊野小熊野神社～豊野響ケ原古
戦場他～美里町二俣橋～白玉屋新
三郎本店～妙見宮

定員／ 25人程度
費用／ 3,000 円（交通費・資料・弁当・保険料含む）
その他／歩きやすい服装で飲み物は持参
問合せ／西田☎ 090(3016)9522
　　　　FAX:35-5633　

日時／５月26日㈰　午前９時50分～正午
集合場所／松浜軒
内容／松浜軒の庭でぜいたくな時間を過ごす
定員／ 20人
費用／1,500円（抹茶・菓子・入場料・保険代）
　　　1,000 円（着物着付け・足袋代）
　　　※着物着付けは希望者のみ
その他／少雨決行
問合せ／宮崎☎ 080(5207)4756
　　　　Mail:henninger-21@rose.plala.or.jp

日時／５月30日㈭　午後２時～３時
場所／いでアレルギー・呼吸器クリニック
内容／講義：アトピー性皮膚炎について
　　　実技 :スキンケア、軟こうの塗り方
対象／アトピー性皮膚炎の子ども (12歳
　　　以下 )とその保護者
定員／６組
その他／タオルと処方している軟こうを持参ください
問合せ／同クリニック☎37-8211
　　　　Mail:info@ide-cli.com

日時／６月1日㈯～８月10日㈯
　　　毎週土曜日　午前10時～正午
場所／八代トヨオカ地建アリーナ（市総合体育館）
講師／硴塚照男氏、硴塚淳子氏　
定員／15人
費用／1万3,000円（教材費含む）
その他／講座代は前納。申込時には印鑑と
　　　　講座代を持参ください。
問合せ／八代市体育協会☎62-8130

日時／６月２日㈰　午前７時～
集合場所／本庁仮設庁舎駐車場
内容／阿蘇の烏帽子岳に登る
定員／30人
費用／4,000円、小学生以下2,000円
　　　（保険、入浴料含む）
申込期間／５月１日（祝）～12日㈰
問合せ／八代山の会
　　　　遠原☎090(4342)4525

日時／５月12日㈰　午前10時～11時30分
場所／ Power English
内容／音楽を通じての教育講話
講師／森恭子氏（八代少年少女合唱団代表）
定員／ 20人
費用／ 300円
問合せ／伊藤☎ 31-5196
　　　　Mail:itosanchijp@ybb.ne.jp
　　　　LINEID:powerenglishjp

日時／５月 12日㈰　午前 10時 15分開会
　　　（午前９時受付）
場所／球磨川河川緑地 
内容／遺児たちのことを考えながら５キロ
　　　を歩き、参加者が寄付をするボラン
　　　ティアウォーク
費用／大人500円、中高校生300円
　　　小学生以下 100円（保険・資料代 )
その他／マイカップを持参ください
問合せ／柴田☎ 090(4585)1991

日時 /５月 13日㈪～ 19日㈰
　　　午前10時～午後5時
　　　（最終日は午後4時まで）
場所／東京画廊シャディ館
内容／わが街を彫るをテーマに建物を自分
　　　で探し選んだ木版画を展示
問合せ／鍬本☎ 090-1970-3894

伝言板
★★★★★★★★★★★★★★★★★

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グルー
プ・愛好会などが、非営利（宗教・政治・営
業以外）で行う活動などの情報を掲載するコー
ナーです。仲間募集やイベント告知などに利
用ください。
内容に関する問い合わせは直接情報提供者へ。
★７月号の掲載申込期間：5/1(祝) ～ 20㈪
※費用の記載のないものは無料です。
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松
浜
軒
／
松
井
文
庫
の
至
宝

喜
楽　

作　

明
和
２
年
（
１
７
６
５
）

八
代
焼
刷は

け

め

毛
目
茶
碗

　

八
代
焼
と
い
え
ば
、美
し
い
象ぞ

う
が
ん嵌

模
様
が
一
番
に
思

い
浮
か
び
ま
す
。「
象
嵌
」と
は
、作
品
の
も
と
と
な
る

素き

じ地
に
、異
な
っ
た
素
材
を
埋
め
込
ん
で
模
様
を
表

す
技
法
の
こ
と
。金
工
、木
工
、陶
磁
器
と
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
工
芸
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、熊
本
の
伝
統

工
芸
品
と
し
て
有
名
な「
肥ひ

ご後
象ぞ
う
が
ん嵌(

眼)

」は
鉄
地

な
ど
に
金
や
銀
を
埋
め
込
ん
だ
も
の
で
す
。八
代
焼

の
象
嵌
は
、素
地
と
な
る
胎
土
に
、白
土
を
埋
め
込
む

こ
と
で
模
様
を
表
し
ま
す
。象
嵌
は
八
代
焼
の
代
表

的
な
技
法
で
す
が
、そ
の
他
に
も
色
々
な
技
法
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、そ
の
作
風
は
実
に
多
彩
で
す
。

　

写
真
の
作
品
は
、江
戸
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
八

代
焼
の
陶
工
・
喜き

ら
く楽（

奥
上
野
家
）作
の
茶
碗
で
す
。長

石
な
ど
を
含
ん
だ
粗
め
の
土
を
胎
土
と
し
て
い
る
た

め
、表
面
は
ボ
ツ
ボ
ツ
と
し
て
い
ま
す
。焼
成
に
よ
っ

て
緑
が
か
っ
た
灰
色
や
赤
褐
色
が
混
じ
る
、美
し
い

焼
き
あ
が
り
で
す
。内
側
に
見
え
る
白
い
渦
の
よ
う

な
模
様
は
、「
刷は

け

め
毛
目
」と
い
う
技
法
に
よ
る
も
の
。ま

だ
生
乾
き
の
器
を
轆ろ

く
ろ轤

回
転
さ
せ
な
が
ら
、象
嵌
で

用
い
る
白
土
を
刷
毛
で
塗
る
こ
と
で
、渦
の
よ
う
な

模
様
を
表
し
ま
す
。

　

底
に
は「
九
十
四
歳　

喜
楽
」の
銘
が
見
ら
れ
ま

す
。喜
楽
は
、明
和
６
年（
１
７
６
９
）に
98
歳
で
死
去

し
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
の
で
、本
茶
碗
は

最
晩
年
の
作
と
い
え
ま
す
。

　

喜
楽
は
晩
年
、制
作
年
や
銘
を
入
れ
た
作
品
を
い

く
つ
も
残
し
て
お
り
、な
か
に
は
象
嵌
で
自
作
の
句

を
施
し
た
茶
碗
や
、自
身
の
姿
を
表
し
た
像
ま
で
あ

り
ま
す
。八
代
焼
が
も
つ
自
由
で
多
彩
な
一
面
を
、存

分
に
発
揮
し
た
陶
工
の
一
人
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

松
浜
軒
で
は
、八
代
焼
を
は
じ
め
と
し
た
松
井
家

の
茶
道
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
出
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　

学
芸
員　

宮
原
江
梨
）

募集締切 ６月 30日㈰　
募集要件　15歳以上（平成 31年４月１日現在）、
　　　　　３日間以上活動できる人など
募集区分　個人（１人）／グループ（２人以上）
　　　　　団体（企業・教育機関・各種団体など）
申込方法　大会公式ウェブページか応募用紙での郵送
募集種類　運営ボランティア、語学ボランティア
活動内容　観客対応、案内業務など

と　き ５月 18日㈯
　　　　午前 11時～正午（予定）　
ところ　ゆめタウン八代駐車場
内　容　大会 PRラッピングバス出発式、
　　　　第一中学校吹奏楽部演奏 など
　※来場者には「くまモン缶バッジ」プレゼント
　　（数に限りがあります）
　※イベント詳細については、後日、市ホーム
　　ページでお知らせします。
問合せ　スポーツ振興課　☎ 43-7012

問合せ　2019女子ハンドボール
　　　　世界選手権大会組織委員会
　　　　☎ 096（333）2558

　世界から 24カ国の強豪チームが熊本に集結し、女子ハ
ンドボールの世界一を決定する「2019 女子ハンドボール
世界選手権大会」が、八代トヨオカ地建アリーナ（市総
合体育館）で開催されます。
　おもてなしの最前線で一緒に大会を盛り上げるボラン
ティアスタッフを募集しています。

4 月 7 日に鏡が池でフナ取り神事が開催されました。神酒で清めた締め込み姿の男たちが池に入り、
フナや泥を見物客に投げると、あちこちで歓声があがりました。泥がかかると無病息災に過ごせると
いわれており、子どもたちの顔に泥を塗られる姿もありました。

編集と発行　〒 869-4292 八代市役所市長公室秘書広報課 ☎３３- ４１１１
　　　印刷　株式会社堀川印刷

2019 女子ハンドボール世界選手権大会

▲八代焼刷毛目茶碗　喜楽作　
明和２年（1765）松井文庫所蔵

■展示案内
企画展　「松井家の茶道具」
会　期　４月 13日㈯～７月中旬
会　場　松浜軒
　　　　午前９時～午後 5時
　　　　（入園は午後 4時 30分まで）
閉園日　毎週月曜日
　　　　（祝日の場合はその翌日）
観覧料　一般 500 円
　　　　小中学生 250 円
……………………………………………………………………

問合せ　松浜軒／松井文庫
　　  ☎ 33-0171　

ボランティア募集 200日前カウントダウン
イベント開催　　


